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大
伴
家
持
へ
の
歌

｜
笠
女
郎
型
の
歌

｜

小
野
寺

静

子

は

じ

め

に

万
葉
集
に
は
大
伴
家
持
が
女
性
た
ち
と
贈
り
あ
っ
た
、
あ
る
い
は
一
方

的
に
贈
っ
た
り
贈
ら
れ
た
歌
々
が
巻
三
、
四
、
八
を
中
心
に
収
録
さ
れ
て

い
る
。
そ
う
し
た
歌
の
や
り
と
り
は
天
平
四
年
こ
ろ
か
ら
天
平
一
八
年
、

家
持
が
越
中
守
と
な
っ
て
越
中
に
赴
く
ま
で
を
中
心
に
、
越
中
守
時
代
初

期
ま
で
続
く
。
特
に
天
平
一
二
年
九
月
の
藤
原
広
嗣
の
乱
後
、
聖
武
天
皇

の
各
地
へ
の
行
幸
、
恭
仁
京
遷
都
、
紫
香
楽
宮
・
難
波
宮
行
幸
、
難
波
宮

皇
都
を
経
て
天
平
一
七
年
九
月
「
平
城
宮
に
至
り
た
ま
ふ
」
ま
で
の
内
舎

人
と
し
て
聖
武
天
皇
に
同
行
し
た
家
持
が
、
平
城
を
離
れ
ざ
る
を
得
な
く

な
る
天
平
一
二
年
九
月
以
前
ま
で
が
も
っ
と
も
多
く
女
性
た
ち
と
歌
を
と

り
か
わ
し
た
時
期
で
あ
る
。
家
持
の
一
四
歳
か
ら
二
三
歳
ま
で
時
期
で
、

年
齢
的
な
こ
と
か
ら
い
っ
て
、
当
然
と
い
え
ば
当
然
で
あ
る
。

そ
れ
ら
が
万
葉
集
に
収
め
ら
れ
る
の
だ
が
、
家
持
は
自
分
が
受
け
取
っ

た
あ
る
い
は
贈
っ
た
歌
を
無
造
作
に
、
自
慢
げ
に
万
葉
集
に
載
せ
た
と
は

考
え
が
た
い
。
こ
れ
ら
の
歌
が
家
持
自
身
に
よ
っ
て
万
葉
集
に
収
録
さ
れ

た
の
で
あ
る
か
ら
な
お
さ
ら
の
こ
と
で
あ
る
。
家
持
が
こ
う
し
た
歌
々
の

万
葉
集
収
録
に
あ
た
っ
て
は
、
万
代
ま
で
伝
わ
れ
と
い
う
願
い
の
も
と
に

名
づ
け
ら
れ
た
歌
集
に
載
せ
る
に
た
る
歌
な
の
か
、
と
い
う
こ
と
は
当
然

考
え
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
天
平
勝
宝
七
年
二
月
、
兵
部
少
輔
で
あ
っ
た
家

持
が
防
人
部
領
使
に
命
じ
て
提
出
さ
せ
た
歌
を
万
葉
集
に
採
録
す
る
に
当

た
っ
て
、「
但
し
、
拙
劣
の
歌
は
取
り
載
せ
ず
」と
し
て
、
提
出
さ
れ
た
歌

一
六
六
首
の
う
ち
八
二
首
を
「
拙
劣
」
と
い
う
理
由
で
載
せ
な
か
っ
た
。

実
に
四
九
パ
ー
セ
ン
ト
の
防
人
歌
が
「
拙
劣
」
と
断
じ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

何
を
も
っ
て
「
拙
劣
」
と
し
た
の
か
、
そ
の
基
準
は
わ
か
ら
な
い
が
家
持

が
万
葉
集
に
歌
を
載
せ
る
に
あ
た
っ
て
、
歌
に
対
す
る
価
値
観
を
確
固
と
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し
て
も
っ
て
行
使
し
た
と
い
う
事
は
推
測
で
き
る
。

自
分
を
と
り
ま
く
女
性
歌
を
万
葉
集
に
採
録
す
る
に
あ
た
っ
て
も
家
持

は
「
拙
劣
」
の
歌
は
「
取
り
載
せ
ず
」
の
姿
勢
で
と
り
く
ん
だ
は
ず
で
あ

る
。
青
春
期
の
家
持
の
歌
は
、
と
も
す
れ
ば
家
持
は
女
性
に
も
て
た
、
家

持
は
多
く
の
女
性
と
交
際
し
た
証
と
し
て
と
ら
え
ら
れ
る
。
し
か
し
そ
れ

だ
け
で
よ
い
の
だ
ろ
う
か
。
新
編
全
集
に
、

「
い
ろ
ご
の
み
」の
雅
が
歌
人
家
持
を
育
て
、
歌
へ
の
傾
斜
を
進
め
る

こ
と
に
な
る
と
い
う
意
味
に
お
い
て
、
そ
の
贈
答
は
単
な
る
い
た
ず

ら
で
は
な
か
っ
た
（
第
巻
四
「
解
説
」）
。

と
述
べ
る
よ
う
に
、
家
持
を
歌
人
と
し
て
育
て
た
歌
群
で
あ
り
、
万
葉
集

に
載
せ
る
に
足
る
歌
群
で
あ
る
。
そ
れ
を
ど
う
立
証
し
位
置
づ
け
た
ら
よ

い
の
か
、
そ
の
一
端
は
前
稿（「
紀
女
郎
の
歌
｜
家
持
と
の
贈
答
歌
を
め
ぐ
っ
て
｜
」

『
人
文
論
集
』
47
二
〇
一
〇
年
一
一
月
）
に
述
べ
た
が
、
未
だ
明
ら
か
に
し
が
た

い
。こ

の
論
で
は
、
青
春
期
の
家
持
が
と
り
か
わ
し
た
、
あ
る
い
は
一
方
的

に
贈
っ
た
り
贈
ら
れ
た
り
し
た
歌
に
つ
い
て
整
理
し
、
大
き
く
三
群
に
分

類
し
た
上
で
、
そ
の
一
つ
で
あ
る
笠
女
郎
型
の
歌
々
に
つ
い
て
考
え
て
い

き
た
い
。

一

家
持
が
女
性
と
歌
を
交
し
合
っ
た
状
況
に
は
お
よ
そ
三
通
り
が
あ
る
。

①
互
い
に
歌
の
や
り
と
り
が
み
ら
れ
る
も
の
、
②
女
性
か
ら
家
持
へ
の
歌

の
み
が
み
ら
れ
る
も
の
、
③
家
持
か
ら
女
性
へ
の
歌
の
み
が
み
ら
れ
る
も

の
で
あ
る
。
そ
れ
ら
を
列
挙
す
る
と
次
の
ご
と
く
で
あ
る
。

①
互
い
に
歌
を
交
し
合
っ
て
い
る
も
の

笠
女
郎笠

女
郎
、
大
伴
宿
祢
家
持
に
贈
る
三
首

（
三
・
三
九
五
〜
三
九
七
）

笠
女
郎
、
大
伴
宿
祢
家
持
に
贈
る
歌
二
十
四
首（

四
・
五
八
七
〜
六
一
〇
）

大
伴
宿
祢
家
持
の
和
ふ
る
歌
二
首

（
四
・
六
一
一
〜
六
一
二
）

笠
女
郎
、
大
伴
家
持
に
贈
る
歌
一
首

（
八
・
一
四
五
一
）

笠
郎
女
、
大
伴
宿
祢
家
持
に
贈
る
歌
一
首

（
八
・
一
六
一
六
）

紀
女
郎紀

女
郎
、
大
伴
宿
祢
家
持
に
贈
る
歌
二
首

（
四
・
七
六
二
〜
七
六
三
）

大
伴
宿
祢
家
持
の
和
ふ
る
歌
一
首

（
四
・
七
六
四
）

大
伴
宿
祢
家
持
、
紀
女
郎
に
報
へ
贈
る
歌
一
首

（
四
・
七
六
九
）

大
伴
宿
祢
家
持
、
紀
女
郎
に
贈
る
歌
一
首

（
四
・
七
七
五
）

紀
女
郎
、
家
持
に
報
へ
贈
る
歌
一
首

（
四
・
七
七
六
）
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大
伴
宿
祢
家
持
、
更
に
紀
女
郎
に
贈
る
歌
五
首（

四
・
七
七
七
〜
七
八
一
）

紀
女
郎
、
大
伴
宿
祢
家
持
に
贈
る
歌
二
首

（
八
・
一
四
六
〇
〜
一
四
六
一
）

大
伴
家
持
の
贈
り
和
ふ
る
歌
二
首

（
八
・
一
四
六
二
〜
一
四
六
三
）

大
伴
家
持
、
紀
郎
女
に
贈
る
歌
一
首

（
八
・
一
五
一
〇
）

大
伴
坂
上
大
嬢

大
伴
宿
祢
家
持
、
同
じ
坂
上
家
の
大
嬢
に
贈
る
歌
一
首

（
三
・
四
〇
三
）

大
伴
宿
祢
家
持
、
同
じ
坂
上
家
の
大
嬢
に
贈
る
歌
一
首

（
三
・
四
〇
八
）

大
伴
坂
上
家
の
大
嬢
、
大
伴
宿
祢
家
持
に
報
へ
贈
る
歌
四
首

（
四
・
五
八
一
〜
五
八
四
）

大
伴
宿
祢
家
持
、
坂
上
家
の
大
嬢
に
贈
る
歌
二
首

離
絶
数
年
、
ま
た
逢

ひ
て
相
聞
往
来
す

（
四
・
七
二
七
〜
七
二
八
）

大
伴
坂
上
大
嬢
、
大
伴
宿
祢
家
持
に
贈
る
歌
三
首

（
四
・
七
二
九
〜
七
三
一
）

ま
た
大
伴
宿
祢
家
持
の
和
ふ
る
歌
三
首

（
四
・
七
三
二
〜
七
三
四
）

同
坂
上
大
嬢
、
家
持
に
贈
る
歌
一
首

（
四
・
七
三
五
）

ま
た
家
持
、
坂
上
大
嬢
に
和
ふ
る
歌
一
首

（
四
・
七
三
六
）

同
大
嬢
、
家
持
に
贈
る
歌
二
首

（
四
・
七
三
七
〜
七
三
八
）

ま
た
家
持
、
坂
上
大
嬢
に
和
ふ
る
歌
二
首

（
四
・
七
三
九
〜
七
四
〇
）

更
に
大
伴
宿
祢
家
持
、
坂
上
大
嬢
に
贈
る
歌
十
五
首

（
四
・
七
四
一
〜
七
五
五
）

久
邇
京
に
在
り
て
、
寧
楽
の
宅
に
留
ま
れ
る
坂
上
大
嬢
を
思
ひ
て
、

大
伴
宿
祢
家
持
の
作
る
歌
一
首

（
四
・
七
六
四
）

大
伴
宿
祢
家
持
、
更
に
大
嬢
に
贈
る
歌
二
首
（
四
・
七
六
七
〜
七
六
八
）

大
伴
宿
祢
家
持
、
久
邇
京
よ
り
坂
上
大
嬢
に
贈
る
歌
五
首

（
四
・
七
七
〇
〜
七
七
四
）

大
伴
宿
祢
家
持
、
坂
上
家
の
大
嬢
に
贈
る
歌
一
首

（
八
・
一
四
四
八
）

大
伴
家
持
、
坂
上
大
嬢
に
贈
る
歌
一
首

（
八
・
一
四
六
四
）

大
伴
家
持
、
橘
の
花
を
攀
ぢ
て
、
坂
上
大
嬢
に
贈
る
歌
一
首

せ
て

短
歌

（
八
・
一
五
〇
七
〜
一
五
〇
九
）

坂
上
大
嬢
、
秋
稲
の

を
大
伴
宿
祢
家
持
に
贈
る
一
首（

八
・
一
六
二
四
）

大
伴
宿
祢
家
持
の
報
へ
贈
る
歌
一
首

（
八
・
一
六
二
五
）

ま
た
、
身
に
着
る
衣
を
脱
き
て
家
持
に
贈
り
し
に
報
ふ
る
歌
一
首

（
八
・
一
六
二
六
）

大
伴
宿
祢
家
持
、
時
じ
き
藤
の
花
と
萩
の
も
み
て
る
と
二
つ
の
物
を

攀
ぢ
て
、
坂
上
大
嬢
に
贈
る
歌
二
首

（
八
・
一
六
二
七
〜
一
六
二
八
）

大伴家持への歌 (小野寺)
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大
伴
宿
祢
家
持
、
坂
上
大
嬢
に
贈
る
歌
一
首

せ
て
短
歌

（
八
・
一
六
二
九
〜
一
六
三
〇
）

大
伴
宿
祢
家
持
、
久
邇
の
京
よ
り
奈
良
の
宅
に
留
ま
れ
る
坂
上
大
嬢

に
贈
る
歌
一
首

（
八
・
一
六
三
二
）

巫
部
麻
蘇
娘
子

巫
部
麻
蘇
娘
子
の
雁
が
ね
の
歌
一
首

（
八
・
一
五
六
二
）

大
伴
家
持
の
和
ふ
る
歌
一
首

（
八
・
一
五
六
三
）

日
置
長
柄
娘
子

日
置
長
枝
娘
子
の
歌
一
首

（
八
・
一
五
六
四
）

大
伴
家
持
の
和
ふ
る
歌
一
首

（
八
・
一
五
六
五
）

童
女

大
伴
宿
祢
家
持
、
童
女
に
贈
る
歌
一
首

（
四
・
七
〇
五
）

童
女
の
来
報
ふ
る
歌
一
首

（
四
・
七
〇
六
）

②
女
性
の
歌
の
み

山
口
女
王
、
大
伴
宿
祢
家
持
に
贈
る
歌
五
首

（
四
・
六
一
三
〜
六
一
七
）

山
口
女
王
、
大
伴
宿
祢
家
持
に
贈
る
歌
一
首

（
八
・
一
六
一
七
）

大
神
女
郎
、
大
伴
宿
祢
家
持
に
贈
る
歌
一
首

（
四
・
六
一
八
）

大
神
女
郎
、
大
伴
宿
祢
家
持
に
贈
る
歌
一
首

（
八
・
一
五
〇
五
）

中
臣
女
郎
、
大
伴
宿
祢
家
持
に
贈
る
歌
五
首

（
四
・
六
七
五
〜
六
七
九
）

河
内
百
枝
娘
子
、
大
伴
宿
祢
家
持
に
贈
る
歌
二
首

（
四
・
七
〇
一
〜
七
〇
二
）

粟
田
女
娘
子
、
大
伴
宿
祢
家
持
に
贈
る
二
首

（
四
・
七
〇
七
〜
七
〇
八
）

平
群
氏
女
郎
、
越
中
守
大
伴
宿
祢
家
持
に
贈
る
歌
十
二
首

（
十
七
・
三
九
三
一
〜
三
九
四
二
）

③
家
持
の
歌
の
み

大
伴
宿
祢
家
持
、
娘
子
に
贈
る
歌
二
首

（
四
・
六
九
一
〜
六
九
二
）

大
伴
宿
祢
家
持
、
娘
子
の
門
に
到
り
て
作
る
歌
一
首

（
四
・
七
〇
〇
）

大
伴
宿
祢
家
持
、
娘
子
に
贈
る
歌
七
首

（
四
・
七
一
四
〜
七
二
〇
）

大
伴
宿
祢
家
持
、
娘
子
に
贈
る
歌
三
首

（
四
・
七
八
三
〜
七
八
五
）

大
伴
宿
祢
家
持
、
娘
子
の
門
に
到
り
て
作
る
歌
一
首

（
八
・
一
五
九
六
）

大
伴
宿
祢
家
持
、
安
倍
女
郎
に
贈
る
歌
一
首

（
八
・
一
六
三
一
）

こ
の
他
に
①
に
分
類
で
き
る
も
の
と
し
て
、
藤
原
郎
女
と
家
持
の
、

久

京
に
在
り
て
、
寧
楽
の
宅
に
留
ま
れ
る
坂
上
大
嬢
を
思
ひ
て
、

大
伴
宿
祢
家
持
の
作
る
歌
一
首

（
四
・
七
六
五
）

藤
原
郎
女
、
こ
れ
を
聞
き
て
即
ち
和
ふ
る
歌
一
首

（
四
・
七
六
六
）

を
挙
げ
る
こ
と
も
可
能
だ
が
、
藤
原
郎
女
の
歌
に
「
こ
れ
を
聞
き
て
即
ち

和
ふ
る
歌
」
と
あ
る
と
こ
ろ
や
歌
の
内
容
か
ら
考
え
て
、
上
に
挙
げ
た
贈

答
歌
の
類
と
は
い
い
難
い
の
で
除
外
し
た
。
七
六
七
〜
七
六
八
歌
の
題
詞

に
「
更
に
」
と
あ
る
の
は
む
し
ろ
、
七
六
五
歌
に
対
し
て
「
更
に
」
と
い
っ

て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、七
六
五
歌
は
大
嬢
に
贈
る
歌
と
は
な
い
が
、
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大
嬢
に
贈
っ
た
も
の
と
み
た
。

そ
の
他
、
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
み
る
と
問
題
が
な
い
と
は
い
え
な
い
の

で
そ
の
こ
と
に
つ
い
て
述
べ
、
①
か
ら
③
の
歌
群
を
ど
の
よ
う
に
と
ら
え

る
べ
き
か
、
考
え
て
い
き
た
い
。

二

①
の
笠
女
郎
の
歌
二
九
首
は
、
万
葉
集
中
に
収
め
る
笠
女
郎
の
全
て
で

あ
る
。
家
持
の
「
和
ふ
る
歌
」（
四
・
六
一
一
〜
六
一
二
）
は
笠
女
郎
の
「
相
別

れ
て
後
に
更
に
来
贈
る
」（
六
〇
九
〜
六
一
〇
左
注
）
歌
に
対
し
て
の
も
の
で
、

別
れ
て
後
に
笠
女
郎
が
家
持
に
贈
っ
た
歌
へ
の
「
和
ふ
る
歌
」
で
あ
る
。

笠
女
郎
か
ら
家
持
へ
の
二
九
首
に
対
し
て
家
持
が
笠
女
郎
に
贈
っ
た
歌
と

し
て
集
中
に
み
え
る
の
は
た
っ
た
こ
の
二
首
の
み
で
あ
る
。
笠
女
郎
と
家

持
が
お
互
い
に
歌
を
か
わ
し
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
は
な
る
が
、
実
質
的

に
は
家
持
が
笠
女
郎
へ
の
歌
を
積
極
的
に
収
め
て
い
る
類
と
は
言
い
が
た

い
。
そ
の
有
り
様
か
ら
い
え
ば
、
家
持
と
笠
女
郎
の
贈
答
歌
は
笠
女
郎
が

一
方
的
に
家
持
に
贈
っ
た
歌
の
み
を
残
す
類
の
も
の
と
い
え
、
笠
女
郎
の

歌
は
②
に
分
類
す
る
の
が
適
切
と
考
え
る
。
紀
女
郎
と
家
持
の
歌
に
つ
い

て
は
、
家
持
か
ら
紀
女
郎
へ
は
一
一
首
、
紀
女
郎
か
ら
家
持
へ
は
五
首
で

あ
る
。
歌
の
内
容
や
歌
数
か
ら
い
っ
て
家
持
の
ほ
う
が
よ
り
積
極
的
で

あ
っ
た
よ
う
に
見
え
、
笠
女
郎
の
場
合
と
は
対
照
的
で
あ
る
。

坂
上
大
嬢
と
は
多
く
の
歌
を
か
わ
し
合
っ
て
お
り
、
家
持
か
ら
大
嬢
へ

は
四
四
首
、
大
嬢
か
ら
家
持
へ
は
一
二
首
に
の
ぼ
る
。
家
持
か
ら
の
歌
が

多
い
の
は
、「
更
に
大
伴
宿
祢
家
持
、
坂
上
大
嬢
に
贈
る
歌
十
五
首
」（
四
・

七
四
一
〜
七
五
五
）
と
、
多
数
の
歌
を
一
群
に
し
て
載
せ
て
い
る
こ
と
が
大
き

く
作
用
し
て
い
る
。
笠
女
郎
や
平
群
氏
女
郎
か
ら
の
歌
や
紀
女
郎
へ
の
歌

に
も
こ
の
手
法
が
と
ら
れ
て
い
て
、
こ
れ
は
万
葉
集
に
載
せ
る
場
合
の
一

つ
の
手
法
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
ま
た
坂
上
大
嬢
と
家
持
と
は
い
と
こ
同

士
で
、
か
つ
坂
上
大
嬢
が
後
に
家
持
の
正
妻
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
結
婚
に

際
し
て
や
結
婚
後
の
長
き
に
わ
た
っ
て
家
持
が
坂
上
大
嬢
に
歌
を
贈
っ
て

い
る
こ
と
も
関
係
あ
ろ
う
。
家
持
と
坂
上
大
嬢
の
歌
は
、
家
持
と
他
の
女

性
と
は
事
情
の
多
少
異
な
り
、
別
扱
い
と
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

巫
部
麻
蘇
娘
子
に
は
一
五
六
二
歌
の
他
に
、「
巫
部
麻
蘇
娘
子
の
歌
一

首
」（
四
・
七
〇
三
〜
七
〇
四
）
、「
巫
部
麻
蘇
娘
子
の
歌
一
首
」（
八
・
一
六
二
一
）

が
あ
る
。
こ
れ
ら
は
家
持
に
贈
っ
た
歌
と
は
な
い
が
、
巻
四
、
八
と
も
に

そ
の
前
後
の
歌
は
贈
答
歌
で
あ
り
、
一
五
六
二
歌
に
も
特
に
「
家
持
に
贈

る
歌
」
と
は
な
い
の
だ
か
ら
、
こ
れ
ら
の
歌
も
家
持
へ
の
歌
で
あ
る
可
能

性
は
あ
る
が
そ
の
証
と
な
る
も
の
は
な
い
の
で
特
に
そ
う
し
た
扱
い
は
し

な
い
。
日
置
長
柄
娘
子
の
歌
は
こ
の
家
持
と
の
贈
答
歌
一
首
の
み
を
収
め

る
。
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②
の
山
口
女
王
の
歌
は
、
万
葉
集
中
、
家
持
へ
の
六
首
の
み
で
あ
る
。

大
神
女
郎
、
中
臣
女
郎
、
河
内
百
枝
娘
子
、
粟
田
女
娘
子
、
平
群
氏
女
郎

も
同
様
に
家
持
へ
の
歌
の
み
を
万
葉
集
に
載
せ
る
。
家
持
へ
歌
を
贈
っ
た

こ
と
に
よ
っ
て
万
葉
歌
人
と
し
て
そ
の
名
を
留
め
た
こ
と
に
な
る
が
、
家

持
か
ら
の
歌
は
一
首
も
収
め
る
こ
と
は
な
い
。
笠
女
郎
の
場
合
も
こ
れ
ら

と
同
様
と
み
な
す
。

③
の
家
持
の
歌
の
み
を
残
す
も
の
と
し
て
、
娘
子
が
五
箇
所
に
登
場
す

る
が
、
こ
れ
ら
は
同
一
の
女
性
な
の
か
、
そ
れ
ぞ
れ
別
人
な
の
か
定
か
で

な
い
。
安
倍
女
郎
に
は
他
に
、「
安
倍
女
郎
の
歌
二
首
」（
四
・
五
〇
五
〜
五
〇

六
）
が
あ
り
、
ま
た
阿
倍
女
郎
と
し
て
、

阿
倍
女
郎
の
屋
部
の
坂
の
歌
一
首

（
三
・
二
六
九
）

阿
倍
女
郎
の
歌
一
首

（
四
・
五
一
四
）

中
臣
朝
臣
東
人
、
阿
倍
女
郎
に
贈
る
歌
一
首

（
四
・
五
一
五
）

阿
倍
女
郎
の
答
ふ
る
歌
一
首

（
四
・
五
一
六
）

が
あ
る
。阿
倍
女
郎
と
あ
っ
て
も
安
倍
女
郎
と
同
一
人
物
で
あ
る
う
る
が
、

作
歌
時
期
か
ら
こ
れ
ら
を
全
て
同
一
人
物
と
は
み
な
し
難
い
。
二
六
九
歌

の
阿
倍
女
郎
と
五
〇
五
〜
五
〇
六
歌
の
安
倍
女
郎
と
は
同
一
人
物
で
あ
る

可
能
性
が
高
い
が
、家
持
が
歌
を
贈
っ
た
阿
倍
女
郎
と
は
別
人
で
あ
ろ
う
。

五
一
六
歌
の
阿
倍
女
郎
は
中
臣
朝
臣
東
人
と
歌
を
や
り
と
り
し
た
人
で
家

持
よ
り
世
代
的
に
上
の
人
で
あ
る
。
直
前
の
五
一
四
歌
も
中
臣
朝
臣
東
人

と
歌
を
か
わ
し
た
阿
倍
女
郎
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
家
持
が
歌
を
贈
っ

た
安
倍
女
郎
は
他
に
は
み
え
な
い
、
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

紀
女
郎
と
家
持
、
笠
女
郎
と
家
持
の
歌
の
あ
り
様
は
対
照
的
で
あ
る
。

こ
の
二
人
の
贈
答
の
さ
ま
は
、
家
持
と
の
贈
答
歌
の
典
型
的
な
形
と
い
う

こ
と
が
で
き
る
の
で
、
笠
女
郎
型
と
紀
女
郎
型
と
名
づ
け
る
。
ま
た
、
家

持
か
ら
の
歌
し
か
な
く
女
性
か
ら
家
持
へ
の
歌
を
留
め
な
い
も
の
を
娘
子

型
と
名
づ
け
る
。
紀
女
郎
型
と
し
て
は
紀
女
郎
、
巫
部
麻
蘇
娘
子
、
日
置

長
柄
娘
子
、
童
女
を
、
笠
女
郎
型
と
し
て
は
笠
女
郎
、
山
口
女
王
、
大
神

女
郎
、
中
臣
女
郎
、
河
内
百
枝
娘
子
、
粟
田
女
娘
子
、
平
群
氏
女
郎
を
、

娘
子
型
と
し
て
は
娘
子
、
安
倍
女
郎
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

家
持
と
の
贈
答
歌
、
家
持
へ
の
贈
歌
、
家
持
か
ら
の
贈
歌
と
い
う
三
つ

の
相
聞
歌
群
は
家
持
の
意
図
に
よ
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
が
相
聞
の
型
の
典
型
的

な
も
の
と
し
て
載
せ
て
い
る
と
の
推
測
が
可
能
で
あ
る
。
本
稿
で
は
笠
女

郎
型
の
歌
群
の
検
討
を
行
っ
て
い
く
。

三

笠
女
郎
の
家
持
へ
の
歌
は
二
九
首
と
群
を
抜
い
て
多
い
が
、
そ
れ
に
次

ぐ
の
が
平
群
氏
女
郎
の
一
二
首
で
、
続
い
て
山
口
女
王
の
六
首
、
中
臣
女

郎
の
五
首
、
大
神
女
郎
、
河
内
百
枝
娘
子
、
粟
田
女
娘
子
の
各
二
首
が
挙
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げ
ら
れ
る
。

笠
女
郎
の
歌
二
九
首
は
巻
三
に
三
首
、
巻
四
に
二
四
首
、
巻
八
に
二
首

収
め
ら
れ
て
い
る
が
、
三
巻
の
歌
は
家
持
へ
贈
ら
れ
た
歌
と
い
う
こ
と
で

は
同
類
の
も
の
で
譬
喩
の
歌
は
巻
三
「
譬
喩
歌
」
群
に
、
季
節
を
詠
み
こ

む
歌
は
巻
八
に
と
振
り
分
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
把
握
は
ほ
ぼ
定

説
と
な
っ
て
い
る
と
い
っ
て
よ
い
。
し
た
が
っ
て
、
笠
女
郎
の
巻
三
、
八

の
歌
が
巻
四
の
ど
の
あ
た
り
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
か
と
い
う
考
察
も
必
要

と
な
る
が
、
巻
四
に
二
四
首
を
ま
と
め
て
載
せ
た
意
図
を
汲
み
取
る
べ
き

と
考
え
巻
四
の
歌
群
を
中
心
に
考
え
て
い
く
。

笠
女
郎
、
大
伴
宿
祢
家
持
に
贈
る
歌
二
十
四
首

我
が
形
見
見
つ
つ
偲
は
せ
あ
ら
た
ま
の
年
の
緒
長
く
我
も
思
は
む

（
四
・
五
八
七
）

白
鳥
の
飛
羽
山
松
の
待
ち
つ
つ
そ
我
が
恋
ひ
渡
る
こ
の
月
ご
ろ
を

（
四
・
五
八
八
）

衣
手
を
打
回
の
里
に
あ
る
我
を
知
ら
に
そ
人
は
待
て
ど
来
ず
け
る

（
四
・
五
八
九
）

あ
ら
た
ま
の
年
の
経
ぬ
れ
ば
今
し
は
と
ゆ
め
よ
我
が
背
子
我
が
名
告

ら
す
な

（
四
・
五
九
〇
）

我
が
思
ひ
を
人
に
知
る
れ
や
玉
く
し
げ
開
き
明
け
つ
と
夢
に
し
見
ゆ

る

（
四
・
五
九
一
）

闇
の
夜
に
鳴
く
な
る
鶴
の
外
の
み
に
聞
き
つ
つ
か
あ
ら
む
逢
ふ
と
は

な
し
に

（
四
・
五
九
二
）

君
に
恋
ひ
い
た
も
す
べ
な
み
奈
良
山
の
小
松
が
下
に
立
ち
嘆
く
か
も

（
四
・
五
九
三
）

我
が
や
ど
の
夕
影
草
の
白
露
の
消
ぬ
が
に
も
と
な
思
ほ
ゆ
る
か
も

（
四
・
五
九
四
）

我
が
命
の
全
け
む
限
り
忘
れ
め
や
い
や
日
に
異
に
は
思
ひ
増
す
と
も

（
四
・
五
九
五
）

八
百
日
行
く
浜
の
砂
も
我
が
恋
に
あ
に
ま
さ
ら
じ
か
沖
つ
島
守

（
四
・
五
九
六
）

う
つ
せ
み
の
人
目
を
繁
み
石
橋
の
間
近
き
君
に
恋
ひ
渡
る
か
も

（
四
・
五
九
七
）

恋
に
も
そ
人
は
死
に
す
る
水
無
瀬
川
下
ゆ
我

す
月
に
日
に
異
に

（
四
・
五
九
八
）

朝
霧
の
お
ほ
に
相
見
し
人
ゆ
ゑ
に
命
死
ぬ
べ
く
恋
ひ
渡
る
か
も

（
四
・
五
九
九
）

伊
勢
の
海
の
磯
も
と
ど
ろ
に
寄
す
る
波
恐
き
人
に
恋
ひ
渡
る
か
も

（
四
・
六
〇
〇
）

心
ゆ
も
我
は
思
は
ず
き
山
川
も
隔
た
ら
な
く
に
か
く
恋
ひ
む
と
は

（
四
・
六
〇
一
）
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夕
さ
れ
ば
物
思
増
さ
る
見
し
人
の
言
問
ふ
姿
面
影
に
し
て

（
四
・
六
〇
二
）

思
ひ
に
し
死
に
す
る
も
の
に
あ
ら
ま
せ
ば
千
度
そ
我
は
死
に
反
ら
ま

し

（
四
・
六
〇
三
）

剣
大
刀
身
に
取
り
副
ふ
と
夢
に
見
つ
何
の
兆
そ
も
君
に
逢
は
む
た
め

（
四
・
六
〇
四
）

天
地
の
神
の
理
な
く
は
こ
そ
我
が
思
ふ
君
に
逢
は
ず
死
に
せ
め

（
四
・
六
〇
五
）

我
も
思
ふ
人
も
な
忘
れ
お
ほ
な
わ
に
浦
吹
く
風
の
止
む
時
な
か
れ

（
四
・
六
〇
六
）

皆
人
を
寝
よ
と
の
鐘
は
打
つ
な
れ
ど
君
を
し
思
へ
ば
寝
ね
か
て
ぬ
か

も

（
四
・
六
〇
七
）

相
思
は
ぬ
人
を
思
ふ
は
大
寺
の
餓
鬼
の
後
に
額
つ
く
ご
と
し

（
四
・
六
〇
八
）

心
ゆ
も
我
は
思
は
ず
き
ま
た
更
に
我
が
故
郷
に
帰
り
来
む
と
は

（
四
・
六
〇
九
）

近
く
あ
れ
ば
見
ね
ど
も
あ
る
を
い
や
遠
に
君
が
い
ま
さ
ば
あ
り
か
つ

ま
し
じ

（
四
・
六
一
〇
）

右
の
二
首
は
、
相
別
れ
て
後
に
更
に
来
贈
る
。

巻
四
の
笠
女
郎
歌
二
四
首
の
構
成
に
つ
い
て
は
今
ま
で
多
く
の
論
が
展
開

さ
れ
て
き
た
。
久
松
潜
一
氏
の
よ
う
に
、
第
一
首
目
は「
恋
も
過
ぎ
去
り
、

別
れ
ん
と
時
の
歌
」
と
す
る
の
に
は
じ
ま
り
順
に
Ａ
Ｂ
Ｃ
Ｄ
Ｅ
Ｆ
Ｇ
Ｈ
の

八
群
に
わ
け
る
が
、
Ｃ
群
（
五
九
二
〜
五
九
六
）
の
「
は
じ
め
三
首
な
ど

最
も
早
い
時
期
の
歌
と
見
ら
れ
る
」（
久
松
潜
一「
笠
女
郎
に
つ
い
て
」『
明
日
香
』

35
｜
１
昭
和
四
五
年
一
月
。『
万
葉
集
と
上
代
文
学
』
笠
間
書
院

一
九
七
三
年
七
月
所

収
）
と
す
る
よ
う
に
、
時
系
列
的
に
並
べ
ら
れ
た
も
の
と
は
み
な
さ
な
い
も

の
も
あ
る
。
二
四
首
の
構
成
を
本
格
的
に
論
じ
た
小
野
寛
氏
は
、
五
八
七

歌
を
「
恋
の
ス
タ
ー
ト
」
の
歌
と
し
、
五
八
七
〜
五
九
一
歌
を
「
渇
望
期
」、

五
九
二
〜
六
〇
二
歌
を
「
感
嘆
期
」、
六
〇
三
〜
六
〇
七
歌
を
「
惑
乱
期
」、

六
〇
八
〜
六
一
〇
歌
を
「
離
別
期
」
と
時
系
列
的
な
配
置
を
な
す
と
と
ら

え
る
（
小
野
寛
「
笠
女
郎
歌
群
の
構
造
」『
学
習
院
女
子
短
期
大
学
紀
要
』
７
昭
和
四
五

年
。『
万
葉
集
歌
人
摘
草
』若
草
書
房

一
九
九
九
年
三
月
所
収
）
。
中
西
進
氏
は
五
八

七
〜
五
九
五
歌
を
「
思
い
慕
う
段
階
」、
五
九
六
〜
六
〇
一
歌
を
「
恋
う
段

階
」、
六
〇
二
〜
六
〇
八
歌
を「
思
う
段
階
」、
六
〇
九
〜
六
一
〇
歌
を「
沈

静
の
段
階
」
と
と
ら
え
（
中
西
進
「
笠
女
郎
の
恋
」『
成
城
万
葉
』
13
昭
和
五
一
年
九

月
。『
万
葉
の
歌
び
と
た
ち
』角
川
書
店

一
九
八
〇
年
九
月
所
収
）
、
山
崎
馨
氏
は
五

八
七
〜
五
九
一
歌
を
「
下
燃
え
の
思
慕
」、
五
九
二
〜
六
〇
一
歌
を
「
燃
え

さ
か
る
炎
」、
六
〇
二
〜
六
〇
七
歌
を
「
燃
え
残
る
思
い
」、
六
〇
八
〜
六

一
〇
歌
を
「
自
嘲
と
寂
し
み
」
と
、
や
は
り
時
系
列
的
な
配
列
と
と
る
（
山
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崎
馨
「
笠
女
郎
の
歌
」『
万
葉
集
を
学
ぶ
』
第
三
集

昭
和
五
三
年
三
月
。『
万
葉
集
歌
人

群
像
』
和
泉
書
院

一
九
八
六
年
一
二
月
所
収
）
。
平
舘
英
子
氏
は
は
じ
め
の
四
首

（
五
八
七
〜
五
九
〇
歌
）は
、
悲
恋
の
現
実
を
総
括
し
て
示
し
た
も
の
と
位

置
づ
け
た
上
で
、
五
九
一
〜
五
九
四
歌
を「
恋
の
憧
憬
」、
五
九
五
〜
六
〇

二
歌
を
「
恋
の
歌
群
」、
六
〇
三
〜
六
〇
六
歌
を
「
止
ま
ざ
る
慕
情
」、
六

〇
七
〜
六
一
〇
歌
を
「
別
離
の
最
終
歌
群
」（
平
館
英
子
「
笠
女
郎
歌
の
構
成
」

『
東
京
成
徳
短
期
大
学
紀
要
』
17
昭
和
五
九
年
三
月
）
と
し
、
五
九
一
歌
か
ら
は
時

系
列
的
に
と
ら
え
る
。
岡
本
雅
彦
氏
は
巻
三
と
八
の
歌
も
巻
四
の
歌
に
適

宜
く
り
入
れ
た
上
で
、
三
九
五
歌
を
「
恋
い
慕
う
恋
心
」、
五
八
七
・
一
六

一
六
歌
を
「
期
待
を
寄
せ
る
恋
心
」、
一
四
五
一
・
三
九
六
・
三
九
七
・
五

八
八
歌
を
「
ひ
た
す
ら
に
待
ち
に
待
つ
恋
心
」、
五
九
〇
・
五
九
一
・
五
九

二
・
五
九
三
歌
を
「
嘆
き
の
ま
さ
る
恋
心
」、
五
九
四
〜
五
九
七
歌
を
「
い

や
ま
し
つ
の
る
恋
心
」、
五
九
八
〜
六
〇
二
歌
を
「
苦
し
み
も
だ
え
る
恋

心
」、
六
〇
三
〜
六
〇
八
歌
を
「
ち
ぢ
に
乱
れ
る
恋
心
」、
六
〇
九
〜
六
一

〇
歌
を
「
未
練
を
残
す
恋
心
」
の
八
段
階
に
わ
け
て
い
る
（
岡
本
雅
彦
「
笠
女

郎
の
歌
と
そ
の
構
造
」
橿
原
図
書
館
『
万
葉
』
27
平
成
九
年
三
月
）
。

最
初
の
四
首
に
つ
い
て
は
平
舘
氏
の
見
解
に
違
い
が
あ
り
、
ま
た
岡
本

氏
は
巻
三
、
八
の
歌
も
巻
四
に
取
り
入
れ
て
い
て
多
少
違
い
は
あ
る
が
、

笠
女
郎
の
巻
四
の
二
四
首
は
ほ
ぼ
時
系
列
的
な
も
の
と
と
ら
え
ら
れ
て
い

る
と
み
て
良
い
だ
ろ
う
。
こ
う
し
た
成
果
の
も
と
に
、
笠
女
郎
の
二
四
首

は
恋
の
始
ま
り
か
ら
終
わ
り
ま
で
を
時
系
列
的
に
、
笠
女
郎
か
ら
家
持
へ

贈
ら
れ
た
順
に
万
葉
集
に
載
せ
た
も
の
と
考
え
て
い
く
。

六
〇
八
歌
の
「
相
思
は
ぬ
」
か
ら
笠
女
郎
の
家
持
へ
の
恋
は
ど
の
よ
う

な
も
の
と
把
握
で
き
る
の
か
を
考
え
て
み
た
い
。「
相
思
は
ぬ
」の「
あ
ひ
」

は
と
も
に
、
た
が
い
に
の
意
を
そ
え
る
語
で
仮
名
書
き
の
例
以
外
は
全
て

「
相
」で
表
記
さ
れ
漢
字
の
同
義
の
文
字
が
あ
て
ら
れ
た
。
お
互
い
に
思
わ

な
い
こ
と
、
相
聞
歌
で
は
片
恋
を
あ
ら
わ
し
、
以
下
に
み
る
よ
う
に
殆
ど

が
「
相
思
は
ぬ
恋
」
を
歎
き
悲
し
む
歌
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。

Ａ
群

相
思
は
ぬ
（
不

相
念

）
人
を
思
ふ
は
大
寺
の
餓
鬼
の
後
に
額
つ
く

ご
と
し

（
四
・
六
〇
八
、
笠
女
郎
か
ら
家
持
へ
）

相
思
は
ぬ
（
不

相
念

）
人
を
や
も
と
な
白
た
へ
の
袖
ひ
つ
ま
で
に

音
の
み
し
泣
か
も

（
四
・
六
一
四
、
山
口
女
王
か
ら
家
持
へ
）

我
が
背
子
は
相
思
は
ず
と
も
（
不

相
念

跡
裳
）
し
き
た
へ
の
君
が

枕
は
夢
に
見
え
こ
そ

（
四
・
六
一
五
、
山
口
女
王
か
ら
家
持
へ
）

相
思
は
ぬ
（
相
不

念
）
妹
を
や
も
と
な
菅
の
根
の
長
き
春
日
を
思
ひ

暮
ら
さ
む

（
十
・
一
九
三
四
、
問
答
、
未
詳
）

相
思
は
ず
（
相
不

念
）
あ
る
ら
む
児
故
玉
の
緒
の
長
き
春
日
を
思
ひ

暮
ら
さ
く

（
十
・
一
九
三
六
、
問
答
、
未
詳
）

相
思
は
ぬ
（
不

相
思

）
人
の
故
に
か
あ
ら
た
ま
の
年
の
緒
長
く
我
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が
恋
ひ
居
ら
む

（
十
一
・
二
五
三
四
、
正
述
心
緒
、
未
詳
）

相
思
は
ず
（
不

相
思

）
君
は
あ
る
ら
し
ぬ
ば
た
ま
の
夢
に
も
見
え

ず
う
け
ひ
て
寝
れ
ど

（
十
一
・
二
五
八
九
、
正
述
心
緒
、
未
詳
）

我
妹
子
に
我
が
恋
ふ
ら
く
は
水
な
ら
ば
し
が
ら
み
越
し
て
行
く
べ
く

思
ほ
ゆ

或
本
の
歌
の
発
句
に
「
相
思
は
ぬ
（
相
不

思
）
人
を
思
は
く
」

（
十
一
・
二
七
〇
九
、
寄
物
陳
思
、
未
詳
）

相
思
は
ず
（
不

相
念

）
君
は
ま
さ
め
ど
片
恋
に
我
は
そ
恋
ふ
る
君

が
姿
に

（
十
二
・
二
九
三
三
、
正
述
心
緒
、
未
詳
）

相
思
は
ず
（
相
不

念
）
あ
る
も
の
を
か
も
菅
の
根
の
ね
も
こ
ろ
ご
ろ

に
我
が
思
へ
る
ら
む

（
十
二
・
三
〇
五
四
、
寄
物
陳
思
、
未
詳
）

か
く
の
み
し
相
思
は
ざ
ら
ば
（
相
不

思
有
者
）
天
雲
の
よ
そ
に
そ
君

は
あ
る
べ
く
あ
り
け
る

（
十
三
・
三
二
五
九
、
相
聞
、
未
詳
）

Ｂ
群

奥
山
の
岩
陰
に
生
ふ
る
菅
の
根
の
ね
も
こ
ろ
我
も
相
思
は
ざ
れ
や

（
不

相
念

有
哉
）

（
四
・
七
九
一
、
家
持
か
ら
久
須
麻
呂
へ
）

…
…
出
で
見
つ
つ
待
つ
ら
む
も
の
を

世
間
の
人
の
嘆
き
は

相
思

は
ぬ
（
安
比
於
毛
波
奴
）
君
に
あ
れ
や
も
…
…

（
十
五
・
三
六
九
一
、
葛
井
連
子
老
、
挽
歌
）

相
思
は
ず
（
安
必
意
毛
波
受
）
あ
る
ら
む
君
を
怪
し
く
も
嘆
き
渡
る

か
人
の
問
ふ
ま
で

（
十
八
・
四
〇
七
五
、
池
主
か
ら
家
持
へ
）

Ａ
群
は
万
葉
仮
名
書
以
外
は
「
不

相
念

」
か
「
不

相
思

」、
な
い
し

は
「
不
」
と
「
相
」
が
入
れ
替
わ
っ
た
「
相
不

思
」
の
み
で
表
記
さ
れ
、

巻
十
か
ら
巻
十
三
の
作
者
未
詳
歌
に
集
中
し
、
類
型
的
で
、「
相
思
は
ぬ
」

は
「
片
恋
」
ゆ
え
に
起
こ
る
歎
き
、
苦
し
み
を
歌
う
表
現
と
し
て
定
着
し

て
い
る
。
笠
女
郎
の
「
相
思
は
ぬ
」
嘆
き
や
苦
し
み
は
、「
大
寺
の
餓
鬼
の

後
に
額
つ
く
ご
と
し
」
と
歌
わ
れ
、
き
わ
め
て
独
創
的
で
あ
る
。

Ｂ
群
の
七
九
一
歌
は
家
持
の
子
を
間
に
し
た
家
持
と
藤
原
久
須
麻
呂
と

の
贈
答
歌
群
中
の
も
の
、
三
六
九
一
歌
は
挽
歌
で
、
相
聞
歌
と
は
異
質
で

あ
る
。
四
〇
七
五
歌
は
越
前
掾
大
伴
池
主
か
ら
越
中
守
大
伴
家
持
へ
贈
ら

れ
て
き
た
歌
で
純
粋
に
相
聞
歌
と
は
言
い
難
い
が
、
Ａ
群
と
同
様
な
歌
い

方
で
、
あ
た
か
も
片
恋
の
よ
う
に
し
て
歌
っ
て
い
る
。「
相
思
は
ぬ
」歎
き

は
、
笠
女
郎
型
の
歌
に
特
徴
的
な
も
の
で
あ
る
。

笠
女
郎
の
歌
二
四
首
は
、
恋
い
慕
う
段
階
か
ら
離
別
ま
で
の
時
の
流
れ

に
沿
っ
て
家
持
に
贈
っ
た
歌
を
並
べ
た
も
の
で
、
次
第
に
消
滅
し
て
い
く

二
人
の
仲
を
時
間
的
な
流
れ
の
な
か
で
歌
っ
て
い
る
。

笠
女
郎
の
巻
三
、
八
に
収
め
る
歌
は
、

笠
女
郎
、
大
伴
宿
祢
家
持
に
贈
る
歌
三
首

託
馬
野
に
生
ふ
る
紫
草
衣
に
染
め
い
ま
だ
着
ず
し
て
色
に
出
で
に
け

り

（
三
・
三
九
五
、
譬
喩
歌
）
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陸
奥
の
真
野
の
草
原
遠
け
ど
も
面
影
に
し
て
見
ゆ
と
い
ふ
も
の
を

（
三
・
三
九
六
、
譬
喩
歌
）

奥
山
の
岩
本
菅
を
根
深
め
て
結
び
し
心
忘
れ
か
ね
つ
も

（
三
・
三
九
七
、
譬
喩
歌
）

笠
女
郎
、
大
伴
家
持
に
贈
る
歌
一
首

水
鳥
の
鴨
の
羽
色
の
春
山
の
お
ほ
つ
か
な
く
も
思
ほ
ゆ
る
か
も

（
八
・
一
四
五
一
、
春
相
聞
）

笠
女
郎
、
大
伴
宿
祢
家
持
に
贈
る
歌
一
首

朝
ご
と
に
我
が
見
る
や
ど
の
な
で
し
こ
が
花
に
も
君
は
あ
り
こ
せ
ぬ

か
も

（
八
・
一
六
一
六
、
秋
相
聞
）

で
あ
る
。
巻
三
、
巻
八
の
歌
は
巻
四
の
二
四
首
と
贈
っ
た
時
や
状
況
を
異

に
す
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
譬
喩
の
歌
、
季
節
が
歌
わ
れ
て
い
る
と
い
う

理
由
で
そ
れ
ぞ
れ
の
巻
に
収
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
笠
女
郎

の
歌
か
ら
も
相
思
相
愛
の
さ
ま
は
浮
か
び
上
が
っ
て
こ
な
い
。

四

こ
こ
で
は
家
持
へ
の
歌
を
六
首
載
せ
る
山
口
女
王
と
五
首
の
歌
を
載
せ

る
中
臣
女
郎
の
歌
に
つ
い
て
考
え
た
い
。

山
口
女
王
、
大
伴
宿
祢
家
持
に
贈
る
歌
五
首

物
思
ふ
と
人
に
見
え
じ
と
な
ま
じ
ひ
に
常
に
思
へ
り
あ
り
そ
か
ね
つ

る

（
四
・
六
一
三
）

相
思
は
ぬ
人
を
や
も
と
な
白
た
へ
の
袖
ひ
つ
ま
で
に
音
の
み
し
泣
か

も

（
四
・
六
一
四
）

我
が
背
子
は
相
思
は
ず
と
も
し
き
た
へ
の
君
が
枕
は
夢
に
見
え
こ
そ

（
四
・
六
一
五
）

剣
大
刀
名
の
惜
し
け
く
も
我
は
な
し
君
に
逢
は
ず
て
年
の
経
ぬ
れ
ば

（
四
・
六
一
六
）

葦
辺
よ
り
満
ち
来
る
潮
の
い
や
増
し
に
思
へ
か
君
が
忘
れ
か
ね
つ
る

（
四
・
六
一
七
）

六
一
三
歌
「
物
思
ふ
」
は
家
持
へ
の
恋
心
に
よ
る
思
い
で
あ
り
、「
人
に

見
え
じ
」
で
物
思
い
を
し
て
い
る
と
人
に
見
ら
れ
ま
い
と
「
な
ま
じ
ひ
に
」

い
つ
も
思
っ
て
い
る
、
ほ
ん
と
う
は
恋
し
く
て
死
に
そ
う
で
す
、
と
歌
っ

て
贈
っ
た
も
の
で
あ
る
。「
な
ま
じ
ひ
に
」
は
名
義
抄
に
「
強
」
に
「
ナ
マ

ジ
ヒ
」
の
訓
が
あ
り
、
自
分
が
「
無
理
し
て
」
い
る
こ
と
を
あ
ら
わ
す
。

集
中
一
例
で
表
記
も
「
強
」
一
字
で
す
む
も
の
を
「
奈
麻
強
尓
」
と
記
し

て
い
る
。
こ
の
歌
が
恋
の
は
じ
ま
り
で
、
思
っ
て
く
れ
な
い
人
を
思
う
悲

し
さ
や
他
人
に
そ
れ
を
気
づ
か
れ
な
い
よ
う
に
よ
そ
お
う
苦
し
さ
を
伝
え
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て
い
る
。

六
一
四
歌
は
、
家
持
に
思
い
を
伝
え
た
が
、
家
持
と
自
分
は
相
思
と
は

な
ら
な
い
。そ
の
よ
う
な
人
を
や
た
ら
と
思
い
声
を
あ
げ
て
泣
い
て
い
る
、

と
い
う
訴
え
で
、「
相
思
は
ぬ
妹
を
や
も
と
な
菅
の
根
の
長
き
春
日
を
思
ひ

暮
ら
さ
む
」（
十
・
一
九
三
四
、
問
答
、
作
者
未
詳
）
に
、
特
に
上
三
句
が
近
い
。

「
も
と
な
」は「
い
た
ず
ら
に
。
何
の
わ
け
も
な
く
。
や
た
ら
に
。
モ
ト（
木
・

元
）＝

無
で
あ
ろ
う
。」
と
あ
り
（『
時
代
別
国
語
大
辞
典

上
代
編
』
三
省
堂

昭

和
四
二
年
一
二
月
）
、
相
手
に
伝
わ
ら
な
い
む
な
し
い
恋
心
を
歌
う
場
合
の
類

型
的
な
表
現
で
あ
る
。

「
相
思
は
ぬ
」は
片
恋
で
、
相
聞
歌
に
あ
ら
わ
れ
る
場
合
、
片
恋
、
片
思

い
の
苦
し
さ
や
悲
し
さ
を
歎
く
歌
の
類
型
的
な
表
現
で
あ
る
こ
と
は
す
で

に
み
た
。
山
口
女
王
の
歌
に
は
「
相
思
は
ぬ
」、「
相
思
は
ず
」
と
二
度
に

わ
た
っ
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。
笠
女
郎
の
「
相
思
は
ぬ
」
も
独
創
的
な
下

句
を
導
き
出
し
て
い
た
が
、山
口
女
王
の
歌
も
特
徴
の
あ
る
下
句
で
あ
る
。

「
我
が
背
子
は
相
思
は
ず
と
も
」と
歌
っ
た
場
合
、
せ
め
て
私
の
夢
に
見
え

て
く
だ
さ
い
ま
せ
ん
か
、
と
い
う
の
が
通
常
の
発
想
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
を

「
し
き
た
へ
の
君
が
枕
は
夢
に
見
え
こ
そ
」と
、
家
持
が
思
っ
て
く
れ
る
こ

と
は
諦
め
て
も
家
持
の
枕
は
夢
に
み
え
て
ほ
し
い
、と
い
う
願
い
を
歌
う
。

「
君
が
枕
は
夢
に
見
え
こ
そ
」
の
意
味
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
「
せ
め
て
私

の
夢
に
は
、
あ
の
方
の
手
枕
を
し
て
ゐ
る
と
見
え
て
く
れ
」
と
、「
枕
」
を

「
手
枕
」
と
す
る
（
折
口
信
夫

「
折
口
信
夫
『
口
訳
万
葉
集
』
大
正
五
年
。『
折
口
信

夫
全
集
』
第
四
巻

中
央
公
論
社

昭
和
四
一
年
二
月
所
収
）
解
釈
、
逢
え
な
い
の

な
ら
せ
め
て
家
持
の
枕
を
見
た
い
と
い
う
解
釈
、
枕
は
家
持
の
代
り
に
家

持
の
魂
の
こ
も
る
枕
と
す
る
解
釈
な
ど
が
あ
り
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
が
、

思
っ
て
く
れ
な
く
と
も
と
思
っ
て
も
な
お
諦
め
き
れ
な
い
気
持
ち
を
こ
の

よ
う
に
歌
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

六
一
六
歌
は
「
年
の
経
ぬ
れ
ば
」
に
よ
っ
て
六
一
五
歌
の
後
、
家
持
に

逢
わ
な
い
で
何
年
も
た
っ
た
と
い
う
こ
と
を
示
す
。
何
年
も
た
っ
た
の
で

「
名
の
惜
し
け
く
も
我
は
な
し
」
で
、
も
う
噂
に
立
と
う
と
か
ま
わ
な
い
、

と
い
う
気
持
ち
で
あ
る
。
六
一
七
歌
で
は
い
よ
い
よ
増
し
て
思
う
こ
と
を

「
葦
辺
よ
り
満
ち
来
る
潮
の
」に
譬
え
、
こ
う
し
て
思
う
か
ら
か
忘
れ
ら
れ

な
い
と
自
分
の
心
を
客
観
視
し
て
い
る
。

五
首
は
、
人
に
気
づ
か
れ
な
い
よ
う
に
し
て
い
る
家
持
へ
の
思
い
に
生

き
た
心
地
も
し
な
い
で
い
る
が
、
二
人
が
相
思
の
間
柄
に
は
な
ら
な
い
ま

ま
数
年
を
経
、
な
お
日
増
し
に
思
っ
て
い
る
か
ら
か
君
を
忘
れ
る
こ
と
が

で
き
な
い
、
と
最
後
は
内
省
し
、
自
分
を
客
観
的
に
み
す
え
歌
い
終
え
る
。

二
人
の
恋
は
最
後
ま
で
相
思
に
な
る
こ
と
は
な
い
。

中
臣
女
郎
の
五
首
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

中
臣
女
郎
、
大
伴
宿
祢
家
持
に
贈
る
歌
五
首
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を
み
な
へ
し
佐
紀
沢
に
生
ふ
る
花
か
つ
み
か
つ
て
も
知
ら
ぬ
恋
も
す

る
か
も

（
四
・
六
七
五
）

海
の
底
奥
を
深
め
て
我
が
思
へ
る
君
に
は
逢
は
む
年
は
経
ぬ
と
も

（
四
・
六
七
六
）

春
日
山
朝
居
る
雲
の
お
ほ
ほ
し
く
知
ら
ぬ
人
に
も
恋
ふ
る
も
の
か
も

（
四
・
六
七
七
）

直
に
逢
ひ
て
見
て
ば
の
み
こ
そ
た
ま
き
は
る
命
に
向
か
ふ
我
が
恋
止

ま
め

（
四
・
六
七
八
）

否
と
言
は
ば
強
ひ
め
や
我
が
背
菅
の
根
の
思
ひ
乱
れ
て
恋
ひ
つ
つ
も

あ
ら
む

（
四
・
六
七
九
）

中
臣
女
郎
が
家
持
に
「
か
つ
て
も
知
ら
ぬ
恋
」
｜

今
ま
で
に
な
い
恋

｜

を
し
始
め（
六
七
五
歌
）
、
年
は
過
ぎ
て
も
あ
な
た
に
必
ず
逢
い
た
い（
六

七
六
歌
）
と
歌
っ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、
中
臣
女
郎
の
家
持
へ
の
思
い
は
達

せ
ら
れ
て
い
な
い
。
六
七
七
歌
で
は
家
持
を
「
知
ら
ぬ
人
」
と
表
現
し
、

あ
て
の
な
い
家
持
と
の
恋
を
「
知
ら
ぬ
人
」
と
の
恋
、
と
疎
遠
な
関
係
を

あ
ら
わ
し
年
月
を
か
け
て
家
持
を
思
う
さ
ま
が
歌
わ
れ
て
い
る
。

中
臣
女
郎
に
と
っ
て
家
持
へ
の
恋
は
「
た
ま
き
は
る
命
に
向
か
ふ
我
が

恋
」、
命
を
か
け
た
恋
で
あ
る
。
じ
か
に
お
逢
い
で
き
た
な
ら
こ
の
命
を
か

け
た
恋
も
お
さ
ま
る
の
で
し
ょ
う
か
（
六
七
八
）
と
訴
え
る
が
家
持
は
逢

う
こ
と
を
約
束
は
し
な
い
。し
か
し
あ
な
た
が
い
や
と
お
っ
し
ゃ
る
な
ら
、

無
理
強
い
し
な
い
で
「
菅
の
根
の
」
よ
う
に
思
い
乱
れ
い
つ
ま
で
も
慕
い

続
け
て
い
ま
し
ょ
う
（
六
七
九
）
と
締
め
く
く
る
。
一
連
の
五
首
は
さ
ま
ざ

ま
に
訴
え
る
中
臣
女
郎
の
恋
歌
で
あ
る
が
、
家
持
か
ら
の
芳
し
い
和
歌
や

行
動
は
伺
わ
れ
な
い
。

徹
底
し
た
「
相
思
は
ぬ
恋
」、
片
恋
で
あ
る
。

五

こ
こ
で
は
家
持
へ
二
首
の
歌
を
載
せ
る
大
神
女
郎
、
河
内
百
枝
娘
子
、

粟
田
女
娘
子
の
歌
を
み
て
い
く
。

大
神
女
郎
、
大
伴
宿
祢
家
持
に
贈
る
歌
一
首

さ
夜
中
に
友
呼
ぶ
千
鳥
物
思
ふ
と
わ
び
居
る
時
に
鳴
き
つ
つ
も
と
な

（
四
・
六
一
八
）

大
神
女
郎
、
大
伴
宿
祢
家
持
に
贈
る
歌
一
首

ほ
と
と
ぎ
す
鳴
き
し
す
な
は
ち
君
が
家
に
行
け
と
追
ひ
し
は
至
り
け

む
か
も

（
八
・
一
五
〇
五
）

万
葉
集
に
は
、「
鳴
き
つ
つ
も
と
な
」
の
よ
う
に
「
…
…
つ
つ
も
と
な
」
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と
す
る
句
が
他
に
一
二
首
あ
る
が
、
六
一
八
歌
の
よ
う
に
「
…
…
つ
つ
も

と
な
」
で
歌
が
終
る
の
が
他
に
、

か
く
ゆ
ゑ
に
見
じ
と
言
ふ
も
の
を
楽
浪
の
古
き
京
を
見
せ
つ
つ
も
と

な

（「
高
市
連
黒
人
の
近
江
の
旧
き
都
の
歌
」
三
・
三
〇
五
）

朝
戸
開
け
て
物
思
ふ
時
に
白
露
の
置
け
る
秋
萩
見
え
つ
つ
も
と
な

（「
右
大
臣
橘
家
の
宴
の
歌
」、
文
忌
寸
馬
養
、
八
・
一
五
七
九
）

春
さ
れ
ば
妻
を
求
む
と
う
ぐ
ひ
す
の
木
末
を
伝
ひ
鳴
き
つ
つ
も
と
な

（
十
・
一
八
二
六
）

黙
も
あ
ら
む
時
も
鳴
か
な
む
ひ
ぐ
ら
し
の
物
思
ふ
時
に
鳴
き
つ
つ
も

と
な

（
十
・
一
九
六
四
）

心
な
き
秋
の
月
夜
の
物
思
ふ
と
眠
の
寝
ら
え
ぬ
に
照
り
つ
つ
も
と
な

（
十
・
二
二
二
六
）

咲
け
り
と
も
知
ら
ず
し
あ
ら
ば
黙
も
あ
ら
む
こ
の
秋
萩
を
見
せ
つ
つ

も
と
な

（
十
・
二
二
九
三
）

今
更
に
君
が
手
枕
ま
き
寝
め
や
我
が
紐
の
緒
の
解
け
つ
つ
も
と
な

（
十
一
・
二
六
一
一
）

咲
け
り
と
も
知
ら
ず
し
あ
ら
ば
黙
も
あ
ら
む
こ
の
山
吹
を
見
せ
つ
つ

も
と
な

（「
大
伴
家
持
、
病
に
臥
し
て
作
る
」
十
七
・
三
九
七
六
）

と
八
首
あ
り
、
ま
た
歌
末
に
あ
っ
て
「
も
と
な
…
…
つ
つ
」
と
な
っ
て
い

る
も
の
が
一
首
あ
る
。

松
の
花
花
数
に
し
も
我
が
背
子
が
思
へ
ら
な
く
に
も
と
な
咲
き
つ
つ

（
平
群
氏
女
郎
、
十
七
・
三
九
四
二
）

そ
れ
ぞ
れ
は
作
者
自
身
の
状
況
を
歌
っ
て
作
者
の
心
情
を
「
…
…
つ
つ
も

と
な
」、「
も
と
な
…
…
つ
つ
」
と
結
ぶ
形
式
で
あ
る
。「
…
…
つ
つ
」
は
作

者
の
行
為
で
は
な
く
他
の
も
の
の
行
為
、
他
の
状
況
で
、
作
者
の
行
為
と

他
の
も
の
の
行
為
や
状
況
の
落
差
か
ら
生
じ
る
感
情
を
「
も
と
な
」
で
あ

ら
わ
し
て
い
る
。「
…
…
つ
つ
も
と
な
」
に
対
し
釈
注
に
、

こ
の
表
現
は
、
環
境
の
状
況
と
作
者
の
心
情
と
の
あ
い
だ
に
生
ず
る

や
り
き
れ
な
い
違
和
感
を
述
べ
る
表
現
と
し
て
結
句
に
用
い
ら
れ
る

（
四
・
六
一
八
）
。

と
あ
る
。
こ
れ
は
「
も
と
な
…
…
つ
つ
」
も
同
様
で
、
違
和
感
、
ず
れ
か

ら
く
る
や
り
き
れ
な
い
気
持
ち
が
「
も
と
な
」
に
凝
縮
さ
れ
て
い
る
。「
も

と
な
」
は
「
多
く
相
聞
の
歌
に
用
い
ら
れ
、
理
非
を
超
え
た
恋
情
の
切
な

さ
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
」（
稲
岡
耕
二
・
橋
本
達
雄
編
『
万
葉
の
歌
こ
と
ば
辞
典
』
有

斐
閣

昭
和
五
七
年
一
一
月
）
と
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
、
片
恋
の
嘆
き
に
つ
な

が
る
恋
情
を
あ
ら
わ
す
語
と
し
て
定
着
し
て
い
る
。

「
…
…
つ
つ
も
と
な
」、「
も
と
な
…
…
つ
つ
」が
句
中
に
く
る
も
の
と
し

て
、
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こ
ほ
ろ
ぎ
の
我
が
床
の
辺
に
鳴
き
つ
つ
も
と
な
起
き
居
つ
つ
君
に
恋

ふ
る
に
寝
ね
か
て
な
く
に

（
十
・
二
三
一
〇
、
旋
頭
歌
）

葦
辺
行
く
鴨
の
羽
音
の
音
の
み
に
聞
き
つ
つ
も
と
な
恋
ひ
渡
る
か
も

（
十
二
・
三
〇
九
〇
）

し
ま
ら
く
は
寝
つ
つ
も
あ
ら
む
を
夢
の
み
に
も
と
な
見
え
つ
つ
我
を

音
し
泣
く
る

（
十
四
・
三
四
七
一
）

…
…
し
な
ざ
か
る

越
路
を
さ
し
て

延
ふ
つ
た
の

別
れ
に
し
よ

り

沖
つ
波

撓
む
眉
引
き

大
舟
の

ゆ
く
ら
ゆ
く
ら
に

面
影

に

も
と
な
見
え
つ
つ

か
く
恋
ひ
ば

老
い
付
く
我
が
身

け
だ

し
堪
へ
む
か
も

（
十
九
・
四
二
二
〇
）

ほ
と
と
ぎ
す
な
ほ
も
鳴
か
な
む
本
つ
人
か
け
つ
つ
も
と
な
我
を
音
し

泣
く
も

（
二
十
・
四
四
三
七
）

が
あ
り
、「
や
り
き
れ
な
い
違
和
感
」や「
理
非
を
超
え
た
恋
情
の
切
な
さ
」

を
嘆
く
に
と
ど
ま
ら
ず
、
そ
こ
か
ら
生
ず
る
自
己
の
歎
き
の
心
情
、
状
況

を
歌
い
継
い
で
い
る
。

「
も
と
な
」は
笠
女
郎
型
の
歌
に
多
く
用
い
ら
れ
る
も
の
で
、
す
で
に
み

て
き
た
笠
女
郎
、
山
口
女
王
の
歌
に
も
み
え
た
。

一
五
〇
五
歌
は
「
夏
相
聞
」
の
歌
で
あ
る
。「
ほ
と
と
ぎ
す
鳴
き
し
」
に

よ
り
、
巻
八
・
夏
の
部
に
入
れ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。「
鳴
き
し
す
な
は
ち
」

の
「
す
な
は
ち
」
は
原
文
「
登
時
」
で
「
す
な
は
ち
」
と
よ
む
（
童
蒙
抄
、

全
注
釈
な
ど
で
は
「
そ
の
と
き
」
と
訓
む
。
間
延
び
が
す
る
と
い
う
理
由
で
現
在
で
は
「
す

な
は
ち
」
が
一
般
的
な
訓
み
で
あ
る
）
。「
登
時
」
は
万
葉
集
の
左
注
に
七
例
見
え

（
六
・
九
六
二
、
十
六
・
三
八
一
三
、
三
八
二
〇
、
三
八
三
七
、
三
八
三
九
、
三
八
六
九
、

十
七
・
三
九
二
六
）
、
内
五
例
が
歌
の
由
縁
を
記
す
巻
十
六
の
左
注
に
現
れ
、

散
文
に
出
て
く
る
。

ま
た
、
続
日
本
紀
・
文
武
四
年
三
月
十
日
条
の
道
照
の
伝
記
中
に
、

登
時
船
進
、
還

帰
本
朝
。
於

元
興
寺
東
南
隅
、
別
建

禅
院

而
住

焉
。登

時
すなはち

、
船
進
み
て
、
本
朝
に
還
帰
り
ぬ
。
元
興
寺
の
東
南
の
隅
に
、

別
に
禅
院
を
建
て
て
住
め
り
。

に
、
即
座
に
の
意
で
例
が
あ
り
や
は
り
散
文
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。
歌
語

と
し
て
は
こ
の
一
例
の
み
で
珍
し
い
。

ほ
と
と
ぎ
す
が
鳴
く
と
す
ぐ
に
あ
な
た
の
家
に
行
け
と
追
い
や
っ
た
と

は
、「
人
恋
し
さ
を
誘
う
時
鳥
の
声
を
相
手
も
聞
い
て
自
分
を
思
っ
て
ほ
し

い
と
、
疎
遠
を
恨
む
心
を
裏
に
こ
め
て
い
る
」（
集
成

巻
第
八
）
、「
ほ
と
と

ぎ
す
を
待
ち
望
む
歌
が
少
な
く
な
い
か
ら
、
ほ
と
と
ぎ
す
を
待
っ
て
い
る

家
持
の
も
と
へ
早
く
行
か
せ
た
い
と
思
っ
て
の
こ
と
と
も
解
さ
れ
」（
全
歌

講
義

巻
第
八
）
な
ど
の
解
釈
が
あ
る
が
、「
行
っ
て
（「
か﹅
く﹅
恋﹅
ふ﹅
」
と
）
鳴

け
の
意
か
」（
全
注

巻
第
八
）
と
す
る
の
で
よ
い
だ
ろ
う
。
ほ
と
と
ぎ
す
が
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言
を
伝
え
る
鳥
で
あ
る
、
と
い
う
伝
え
に
基
づ
く
表
現
で
、
中
臣
女
郎
が

家
持
に
思
い
を
伝
え
る
鳥
と
し
て
家
持
の
も
と
に
遣
り
ま
し
た
が
着
い
た

で
し
ょ
う
か
、
と
歌
っ
た
と
考
え
て
お
く
。
釈
注
に
「
才
気
の
あ
ふ
れ
る

歌
と
い
え
よ
う
」
と
あ
る
。

河
内
百
枝
娘
子
の
家
持
へ
の
歌
は
、

河
内
百
枝
娘
子
、
大
伴
宿
祢
家
持
に
贈
る
歌
二
首

は
つ
は
つ
に
人
を
相
見
て
い
か
に
あ
ら
む
い
づ
れ
の
日
に
か
ま
た
外

に
見
む

（
四
・
七
〇
一
）

ぬ
ば
た
ま
の
そ
の
夜
の
月
夜
今
日
ま
で
に
我
は
忘
れ
ず
間
な
く
し
思

へ
ば

（
四
・
七
〇
二
）

で
あ
る
。「
相
見
て
」
か
ら
家
持
と
河
内
百
枝
娘
子
は
「
は
つ
は
つ
に
」
で

は
あ
る
が
結
ば
れ
た
。
そ
れ
故
、「
ぬ
ば
た
ま
の
そ
の
夜
の
月
夜
」
は
「
今

日
ま
で
に
我
は
忘
れ
ず
」
な
の
で
あ
る
。「
は
つ
は
つ
に
」
で
あ
っ
て
も
河

内
百
枝
娘
子
に
と
っ
て
は「
い
か
に
あ
ら
む
い
づ
れ
の
日
に
」、
ま
た
以
前

の
よ
う
に
よ
そ
の
事
と
し
て
家
持
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
か
、
と

い
う
意
味
で
あ
ろ
う
。
諸
注
釈
書
で
、「
ま
た
よ
そ
な
が
ら
御
目
に
か
か
れ

る
で
し
ょ
う
か
」（
新
編
全
集

巻
第
四
）
と
い
っ
た
解
釈
が
な
さ
れ
る
が
、
家

持
に
対
す
る
思
い
か
ら
い
つ
に
な
っ
た
ら
以
前
の
よ
う
に
自
分
と
は
関
係

な
い
人
と
し
て
見
る
こ
と
が
で
き
る
か
、
と
い
う
思
い
を
歌
っ
た
も
の
と

考
え
る
。「
人
」
と
は
家
持
で
あ
る
。
通
常
の
相
聞
歌
な
ら
ば
、「
君
」
と

あ
る
と
こ
ろ
だ
ろ
う
。「
人
」
と
す
る
の
は
、「
相
手
の
家
持
を
遠
く
離
れ

た
疎
々
し
い
存
在
と
し
て
い
っ
た
も
の
」（
全
注

巻
第
四
）
で
あ
ろ
う
。

七
〇
二
歌
は
「
今
日
ま
で
に
」
と
あ
り
七
〇
一
歌
と
の
間
に
月
日
の
隔

た
り
が
あ
る
。「
は
つ
は
つ
に
人
を
相
見
て
」以
来
、
家
持
と
は
逢
っ
て
い

ず
、
ず
っ
と
思
い
続
け
て
き
た
気
持
ち
を
歌
い
贈
っ
て
い
る
が
、
家
持
と

は
再
び
「
相
見
」
る
こ
と
は
あ
り
そ
う
に
な
い
、
河
内
百
枝
娘
子
の
一
方

的
な
恋
で
あ
る
。

粟
田
女
娘
子
の
歌
二
首
を
み
る
。

粟
田
女
娘
子
、
大
伴
宿
祢
家
持
に
贈
る
歌
二
首

思
ひ
遣
る
す
べ
の
知
ら
ね
ば
か
た
も
ひ
の
底
に
そ
我
は
恋
ひ
な
り
に

け
る

土

の
中
に
注
せ
り

（
四
・
七
〇
七
）

ま
た
も
逢
は
む
よ
し
も
あ
ら
ぬ
か
白
た
へ
の
我
が
衣
手
に
斎
ひ
留
め

む

（
四
・
七
〇
八
）

七
〇
七
歌
の
「
か
た
も
ひ
の
底
に
そ
我
は
恋
ひ
な
り
に
け
る
」
は
難
解

で
あ
る
。
新
編
全
集
に
は
、「
片

｜
片
思
い
｜
の
ど
ん
底
に
沈
ん
で
わ
た

し
は
恋
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
」
と
訳
し
、
結
句
「
恋
ひ
な
り
に
け
る
」
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に
つ
い
て
、「
恋
ヒ
ナ
ル
は
中
古
の
物
語
に
例
の
多
い
思
ヒ
ナ
ル
と
同
じ
語

構
成
で
、
恋
は
恋
で
も
重
症
と
い
う
べ
き
恋
が
生
じ
た
、
の
意
。」と
し
て

い
る
。
近
年
の
口
語
訳
は
こ
れ
と
ほ
ぼ
同
様
な
も
の
で
あ
る
。
構
文
論
的

な
視
点
に
た
っ
て
分
析
し
、
構
文
の
類
似
す
る
「
た
ら
ち
ね
の
母
に
障
ら

ば
い
た
づ
ら
に
汝
も
我
も
事
そ
な
る
べ
き
」（
十
一
・
二
五
一
七
）
の
「
汝
も

我
も
」
が
「
あ
な
た
に
と
っ
て
も
、
わ
た
し
に
と
っ
て
も
」
の
意
で
あ
る

よ
う
に
、
七
〇
七
歌
の
「
我
は
」
は
「『
私
に
と
っ
て
は
／
私
の
場
合
は
』

と
い
う
よ
う
な
意
味
に
ち
か
」く
、「
片

、
つ
ま
り
片
思
い
の
底
に
、
私

の
ば
あ
い
は
恋
が
至
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
」
と
す
る
考
え
も
あ
る
（
佐
佐
木

隆
「『
片

の
底
に
そ
吾
は
恋
な
り
に
け
る
』
と
い
う
表
現
」『
学
習
院
大
学
文
学
部
研
究

年
報
』
46
二
〇
〇
〇
年
三
月
）
。

「
疎
遠
に
さ
れ
る
悲
し
み
を
訴
え
た
も
の
で
あ
」（
窪
田
評
釈

巻
第
四
）
り
、

片
思
い
の
辛
さ
を
片

の
底
に
沈
む
と
表
現
す
る
あ
た
り
、「
豊
か
な
機
智

が
目
を
ひ
く
」（
釈
注

巻
第
四
）
歌
で
あ
る
。

七
〇
八
歌
の
「
よ
し
も
あ
ら
ぬ
か
」
は
、
方
法
は
な
い
も
の
か
と
い
う

意
で
あ
る
が
同
様
な
表
現
に
「
よ
し
も
が
も
」
が
あ
る
。「
よ
し
も
が
も
」

の
ほ
う
が
一
般
的
で
一
五
例
を
数
え
る
が
「
よ
し
も
あ
ら
ぬ
か
」
は
他
に

「
我
妹
子
に
衣
か
す
が
の
宜
寸
川
よ
し
も
あ
ら
ぬ
か
妹
が
目
を
見
む
」（
十

二
・
三
〇
一
一
）
の
一
例
を
み
る
の
み
で
あ
る
。
前
者
が
願
望
で
後
者
は
希
求

と
な
り
、
後
者
の
ほ
う
が
相
手
に
ま
た
逢
う
方
法
が
な
い
も
の
か
と
訴
え

る
歌
い
方
で
あ
る
。「
斎
ひ
留
め
む
」は
い
か
な
る
こ
と
を
あ
ら
わ
す
の
か

難
解
で
あ
る
。「
娘
子
の
袖
に
家
持
の
身
が
触
れ
た
の
で
、
そ
の
魂
が
宿
っ

て
い
る
も
の
と
し
、
そ
の
魂
は
斎
き
守
る
こ
と
に
よ
っ
て
そ
こ
に
留
ま
る

も
の
と
し
、
魂
が
留
ま
っ
て
い
れ
ば
、
家
持
の
身
も
そ
れ
に
引
か
れ
て
来

る
も
の
と
し
て
言
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。」（
窪
田
評
釈

巻
第
四
）と
も
「
着
物
の
袖
に
相
手
の
名
を
記
し
て
、
こ
の
歌
と
と
も
に
贈
っ

た
の
か
も
し
れ
な
い
」（
集
成

巻
第
四
）
と
も
解
さ
れ
る
。

六

歌
数
の
多
さ
で
い
う
と
笠
女
郎
の
歌
に
次
い
で
多
い
平
群
氏
女
郎
の
一

二
首
が
あ
る
。平

群
氏
女
郎
、
越
中
守
大
伴
宿
祢
家
持
に
贈
る
歌
十
二
首

君
に
よ
り
我
が
名
は
す
で
に
龍
田
山
絶
え
た
る
恋
の
繁
き
こ
ろ
か
も

（
十
七
・
三
九
三
一
）

須
磨
人
の
海
辺
常
去
ら
ず
焼
く
塩
の
辛
き
恋
を
も
我
は
す
る
か
も

（
十
七
・
三
九
三
二
）

あ
り
さ
り
て
後
も
逢
は
む
と
思
へ
こ
そ
露
の
命
も
継
ぎ
つ
つ
渡
れ

（
十
七
・
三
九
三
三
）
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な
か
な
か
に
死
な
ば
安
け
む
君
が
目
を
見
ず
久
な
ら
ば
す
べ
な
か
る

べ
し

（
十
七
・
三
九
三
四
）

隠
り
沼
の
下
ゆ
恋
ひ
余
り
白
波
の
い
ち
し
ろ
く
出
で
ぬ
人
の
知
る
べ

く

（
十
七
・
三
九
三
五
）

草
枕
旅
に
し
ば
し
ば
か
く
の
み
や
君
を
遣
り
つ
つ
我
が
恋
ひ
居
ら
む

（
十
七
・
三
九
三
六
）

草
枕
旅
去
に
し
君
が
帰
り
来
む
月
日
を
知
ら
む
す
べ
の
知
ら
な
く

（
十
七
・
三
九
三
七
）

か
く
の
み
や
我
が
恋
ひ
居
ら
む
ぬ
ば
た
ま
の
夜
の
紐
だ
に
解
き
放
け

ず
し
て

（
十
七
・
三
九
三
八
）

里
近
く
君
が
な
り
な
ば
恋
ひ
め
や
と
も
と
な
思
ひ
し
我
そ
悔
し
き

（
十
七
・
三
九
三
九
）

万
代
に
心
は
解
け
て
我
が
背
子
が
摘
み
し
手
見
つ
つ
忍
び
か
ね
つ
も

（
十
七
・
三
九
四
〇
）

う
ぐ
ひ
す
の
鳴
く
く
ら
谷
に
う
ち
は
め
て
焼
け
は
死
ぬ
と
も
君
を
し

待
た
む

（
十
七
・
三
九
四
一
）

松
の
花
花
数
に
し
も
我
が
背
子
が
思
へ
ら
な
く
に
も
と
な
咲
き
つ
つ

（
十
七
・
三
九
四
二
）

右
の
件
の
十
二
首
の
歌
、
時
々
便
便
に
寄
せ
て
来
贈
せ
り
。
一
時
に
送
る

所
に
あ
ら
ず
。

こ
れ
ら
一
二
首
は
左
注
の
「
一
時
に
送
る
所
に
あ
ら
ず
」
か
ら
何
度
か

に
わ
た
っ
て
贈
ら
れ
て
き
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
た
だ
し
、
全

て
越
中
守
時
代
に
贈
ら
れ
て
き
た
も
の
か
そ
れ
以
前
の
も
の
も
含
む
の
か

は
明
確
で
な
い
。
こ
れ
ら
は
天
平
一
八
年
七
月
越
中
へ
赴
任
後
か
ら
八
月

七
日
の
間
に
配
置
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
に
贈
ら
れ
た
時
期
に
対
す
る
一
つ

の
示
唆
が
あ
る
の
だ
が
、「
一
時
に
送
る
所
に
あ
ら
ず
」か
ら
や
は
り
一
二

首
が
贈
っ
て
き
た
時
期
を
確
定
で
き
る
も
の
で
は
な
い
。
三
九
三
九
歌
に

対
す
る
、

作
者
は
平
群
郡
に
ゐ
て
、
恭
仁
の
都
に
移
り
住
ん
で
ゐ
た
家
持
を
待

つ
て
を
つ
た
の
で
あ
ら
う
。
家
持
は
奈
良
に
帰
る
と
す
ぐ
に
、
越
中

守
と
し
て
赴
任
し
て
し
ま
つ
た
の
で
あ
る
（
総
釈

巻
第
十
七
・
三
九
三

九
﹇
後
記
﹈）
。

を
は
じ
め
と
し
、「
家
持
が
六
年
前
、
聖
武
天
皇
の
東
国
巡
幸
に
供
奉
し
て

離
京
し
、
…
…
や
っ
と
平
城
に
帰
っ
て
来
た
と
思
っ
た
と
こ
ろ
、
今
度
は

越
中
国
守
に
任
ぜ
ら
れ
て
当
分
逢
え
そ
う
に
な
い
こ
と
を
恨
ん
で
言
っ
た

の
で
あ
ろ
う
」（
新
編
全
集

巻
第
十
七
・
三
九
三
六
）
と
あ
る
よ
う
に
、
こ
の
歌

群
に
は
家
持
の
越
中
守
以
前
の
歌
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

斉
藤
充
博
氏
は
諸
説
を
簡
略
化
し
て
五
通
り
に
分
類
し
て
い
る
（
斉
藤
充

博
「
平
群
女
郎
の
歌
」『
万
葉
の
歌
人
と
作
品
』
10
和
泉
書
店

二
〇
〇
四
年
一
〇
月
）
。

そ
れ
に
よ
れ
ば
、
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Ａ

尾
山
篤
二
郎
「
大
伴
家
持
の
往
来
歌
」（『
大
伴
家
持
の
研
究
』
平
凡
社
、

昭
31
）

①
②

③
④
⑤

⑥
⑦
⑧
⑨

⑩

（
四
群
に
分
類
）

Ｂ

久
松
潜
一「
平
群
氏
女
郎
に
つ
い
て
」（『
万
葉
集
と
上
代
文
学
｜
上
代
文

学
論
考

第
七
｜
』
笠
間
書
院
、
昭
48
）

①
②

③
④
⑤

⑥
⑦

⑧
⑨
⑩

（
五
群
に
分
類
）

Ｃ

伊
藤
博
「『
歌
を
贈
る
』
と
い
う
こ
と
」（『
上
代
文
学
』
51
、
昭
58
・
11
）

①
②
③
④

⑤
⑥
⑦
⑧

⑨
⑩

（
三
群
に
分
類
）

Ｄ

荻
宏
枝
「
平
群
氏
女
郎
の
十
二
首
・
歌
群
構
成
に
つ
い
て
の
一
考

察
」（
日
本
大
学
『
語
文
』
75
、
平
１
・
12
）

①
②
③
④
⑤
⑥
⑦
⑧

⑨
⑩

（
三
群
に
分
類
）

Ｅ

中
西
進
「
餞
別
の
歌
」（『
大
伴
家
持

第
三
巻

越
中
国
守
』
角
川
書
店
、

平
６
）

①
②
③
④
⑤

⑥
⑦
⑧

⑨
⑩

（
四
群
に
分
類
）

（
①
②
③
…
…

は
三
九
三
一
歌
か
ら
順
に
番
号
を
つ
け
て
の
も
の
）

と
な
る
。
そ
の
一
方
で
、「
当
該
歌
群
に
堅
固
な
構
成
が
あ
る
と
認
め
る
こ

と
に
は
消
極
的
で
あ
る
」（
村
瀬
憲
夫「
平
群
氏
女
郎
歌
群
の
採
録
｜
大
伴
家
持
と
万

葉
集
の
編
纂
｜
」
中
京
大
学
『
上
代
文
学
論
究
』
７

一
九
九
九
年
三
月
）
と
す
る
も

の
も
あ
る
。

こ
の
一
二
首
の
構
成
は
平
群
氏
女
郎
自
身
が
行
っ
た
と
も
（
伊
藤
博
前
掲

論
）
、
家
持
が
行
っ
た
も
の
（
久
松
潜
一
、
荻
宏
枝

各
前
掲
論
）
と
も
み
な
さ
れ

る
が
、
後
者
の
場
合
、
並
び
の
と
お
り
に
贈
ら
れ
た
も
の
で
な
い
と
す
る

こ
と
に
な
る
。
そ
の
こ
と
を
考
え
る
た
め
に
一
二
首
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ

み
て
い
き
た
い
。

三
九
三
一
歌
か
ら
は
家
持
に
よ
っ
て
人
の
噂
に
の
ぼ
る
仲
の
二
人
で

あ
っ
た
が
今
は
「
絶
え
た
る
恋
」
が
し
き
り
で
あ
る
と
、
こ
の
歌
群
は
「
絶

え
た
る
恋
」
へ
の
未
練
か
ら
は
じ
ま
る
。
が
、
自
分
の
恋
は
「
須
磨
人
の

海
辺
常
去
ら
ず
焼
く
塩
の
」
よ
う
な
辛
い
恋
で
あ
り（
三
九
三
二
歌
）
、「
後
も

逢
は
む
と
思
へ
」
ば
こ
そ
露
の
よ
う
な
は
か
な
い
命
を
繫
い
で
い
る
（
三
九

三
三
歌
）
が
、
い
っ
そ
の
こ
と
「
死
な
ば
安
け
む
」
に
ま
で
思
い
が
つ
の
る

（
三
九
三
四
歌
）
。
こ
う
し
た
「
隠
り
沼
」
の
よ
う
な
は
け
口
の
な
い
辛
い
恋
は

「
白
波
の
い
ち
し
ろ
く
出
で
」、
人
が
知
る
ほ
ど
に
な
る
（
三
九
三
五
歌
）
。

家
持
は
た
び
た
び
旅
に
出
（
三
九
三
六
歌
）
、
自
分
は
家
持
の
帰
る
月
日
を

知
る
す
べ
の
な
く
（
三
九
三
七
歌
）
、「
夜
の
紐
だ
に
解
き
放
け
ず
し
て
」（
三

九
三
八
歌
）
恋
し
く
思
い
続
け
る
嘆
き
の
中
に
あ
る
。

君
が
私
の
里
近
く
に
い
た
ら
恋
し
さ
も
消
え
る
だ
ろ
う
と
「
も
と
な

思
」っ
て
い
た
が
、実
際
に
里
近
く
住
む
こ
と
に
な
っ
て
も
恋
し
さ
は
消
え

な
い
こ
と
の
悔
し
さ
や
無
念
を
か
み
し
め
て
い
る（
三
九
三
九
歌
）
。「
我
そ
悔

し
き
」
で
結
ぶ
、

― ―120

（

）

一
九

大伴家持への歌 (小野寺)



は
し
き
や
し
吹
か
ぬ
風
故
玉
く
し
げ
開
け
て
さ
寝
に
し
我
そ
悔
し
き

（
十
一
・
二
六
七
八
）

と
同
様
、三
九
三
九
歌
は
、過
去
を
振
り
返
り
強
い
後
悔
の
気
持
ち
を
歌
っ

た
も
の
で
あ
り
、
同
類
の
「
今
そ
悔
し
き
」「
今
ぞ
く
や
し
け
」
で
結
ぶ
、

「
お
ほ
に
見
し
く
は
今
ぞ
悔
し
き
」（
二
・
二
一
九
）
、「
付
け
て
ま
し
も
の
今
そ

悔
し
き
」（
四
・
五
一
六
）
、「
お
ほ
に
見
し
く
は
今
ぞ
悔
し
き
」（
二
・
二
一
九
）
、

「
標
刺
さ
ま
し
を
今
そ
悔
し
き
」（
七
・
一
三
三
七
）
、「
君
を
相
見
て
今
そ
悔
し

き
」（
十
二
・
三
〇
〇
一
）
、「
逢
は
ず
ま
に
し
て
今
そ
悔
し
き
」（
十
五
・
三
七
六

九
）
、「
物
言
ず
来
に
て
今
ぞ
悔
し
き
」（
二
十
・
四
三
三
七
）
、「
言
申
さ
ず
て
今

ぞ
悔
し
け
」（
二
十
・
四
三
七
六
）
と
同
様
、
過
去
の
自
分
の
行
為
に
対
す
る

強
い
後
悔
の
中
に
今
い
る
。

三
九
三
九
歌
の
、
自
分
の
里
近
く
家
持
が
住
む
よ
う
に
な
っ
た
ら
恋
し

さ
は
消
え
る
だ
ろ
う
と
思
っ
て
い
た
が
、
実
際
に
そ
う
な
っ
て
も
一
向
に

消
え
な
い
の
で
、何
と
私
は
愚
か
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
と
い
う
後
悔
の
念
は
、

今
家
持
が
里
近
く
住
ん
で
い
て
の
実
感
で
あ
る
か
ら
少
な
く
と
も
こ
の
歌

ま
で
は
越
中
守
以
前
の
歌
で
、
三
九
四
〇
歌
の
「
万
代
に
心
は
解
け
て
我

が
背
子
が
摘
み
し
」
ま
で
は
か
つ
て
の
二
人
の
様
子
で
あ
り
「
我
が
背
子
」

の
行
動
で
あ
る
。
い
つ
い
つ
ま
で
も
と
心
う
ち
解
け
「
我
が
背
子
が
」
つ

ね
っ
た
手
を
見
な
が
ら
耐
え
忍
ん
で
い
る
今
の
様
を
伝
え
て
い
る
。「
つ
み

し
」
と
過
去
の
こ
と
を
歌
い
今
の
心
情
を
述
べ
る
あ
た
り
、
三
九
三
九
歌

と
同
じ
よ
う
な
構
成
・
発
想
で
同
じ
時
の
歌
で
あ
る
こ
と
を
感
じ
さ
せ
る
。

三
九
四
〇
歌
ま
で
は
家
持
の
越
中
守
以
前
の
歌
と
考
え
る
。

こ
の
歌
群
の
第
一
歌
で
「
絶
え
た
る
恋
」
を
歌
っ
て
以
来
、
三
九
三
六

歌
の
「
君
を
遣
り
つ
つ
」
に
平
群
氏
女
郎
が
君
を
送
っ
た
と
あ
る
故
、
三

九
三
六
歌
の
時
点
で
旅
に
送
り
遣
る
仲
と
い
う
推
測
が
可
能
で
あ
る
く
ら

い
で
、
明
確
に
二
人
の
恋
が
復
活
し
た
と
は
歌
っ
て
い
な
い
。
三
九
三
七

歌
か
ら
は
何
の
音
信
の
な
い
君
が
歌
わ
れ
て
い
て
、
二
人
が
音
信
の
な
い

関
係
に
あ
る
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
る
。

三
九
四
〇
歌
ま
で
は
、
奈
良
の
都
で
「
君
に
よ
り
我
が
名
は
す
で
に
」

立
つ
仲
に
な
っ
た
も
の
の
、「
絶
え
た
る
恋
」と
な
っ
て
の
苦
悩
、
君
が
奈

良
を
し
ば
し
ば
離
れ
る
こ
と
が
あ
り
い
つ
帰
る
と
も
わ
か
ら
ず
、
里
近
く

住
む
よ
う
に
な
っ
た
ら
心
は
し
ず
ま
る
と
思
っ
た
が
そ
う
な
っ
て
も
一
向

に
「
辛
き
恋
」
は
し
ず
ま
ら
ず
、
昔
の
こ
と
を
思
い
出
し
耐
え
忍
ん
で
い

る
。三

九
四
一
歌
と
三
九
四
二
歌
が
越
中
国
に
贈
ら
れ
て
き
た
も
の
だ
ろ

う
。
三
九
四
一
歌
も
特
異
な
表
現
で
あ
る
。「
く
ら
谷
」は
不
明
な
語
で
あ

る
が
、
地
名
説
、
暗
い
谷
の
意
、
断
崖
と
な
っ
て
い
る
谷
の
意
と
す
る
も

の
な
ど
が
あ
る
。「
う
ぐ
ひ
す
の
鳴
く
く
ら
谷
に
う
ち
は
め
て
」
は
「
焼
け

は
死
ぬ
と
も
」
に
続
く
が
、
そ
の
よ
う
な
「
谷
に
う
ち
は
め
て
」
｜

身
を

投
げ
て
｜

は
仮
定
で
あ
る
に
し
て
も
何
故
「
焼
け
は
死
ぬ
」
こ
と
に
な
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る
の
か
不
明
で
あ
る
。
実
際
に
見
た
こ
と
の
な
い
火
山
の
イ
メ
ー
ジ
に

よ
っ
た
と
す
る
考
え
が
あ
る
（
注
釈

巻
第
十
七
）
が
、
こ
の
歌
で
平
群
氏
女

郎
が
家
持
に
伝
え
た
か
っ
た
こ
と
は
、
た
と
え
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
あ
っ

て
も
「
君
を
し
待
た
む
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。「
う
ぐ
ひ
す
の
鳴
く
く
ら

谷
に
う
ち
は
め
て
焼
け
は
死
ぬ
と
も
」
に
ど
れ
だ
け
真
実
味
を
感
じ
取
る

か
否
か
の
問
題
で
あ
ろ
う
。「
家
持
の
た
よ
り
な
ど
を
通
じ
て
大
和
の
山
々

と
異
る
高
い
け
は
し
い
山
や
火
山
な
ど
を
頭
に
描
い
て
、
こ
の
や
う
な
珍

し
い
表
現
を
用
ゐ
た
と
言
へ
は
し
な
い
か
」（
注
釈

巻
第
十
七
）と
考
え
れ
ば
、

家
持
と
は
た
よ
り
や
歌
を
か
わ
す
間
柄
で
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。

平
群
氏
女
郎
の
歌
一
二
首
を
み
て
く
る
と
、
そ
の
構
成
は
中
西
氏
の
考

え
が
よ
い
よ
う
に
思
う
。

最
後
の
三
九
四
二
歌
の
松
は
「
待
つ
」
を
引
き
出
す
語
と
し
て
用
い
ら

れ
る
が
、
花
が
歌
わ
れ
る
こ
と
は
こ
の
一
例
の
み
な
の
で
、「
花
の
中
で
最

も
目
立
た
ぬ
も
の
と
し
て
、
松
の
花
を
選
択
し
た
の
は
、
烱
眼
で
あ
る
」

（
全
釈

三
九
四
二
﹇
評
﹈）
を
は
じ
め
古
く
か
ら
発
想
の
非
凡
さ
が
指
摘
さ
れ

て
い
る
。「
松
の
花
」の
目
立
た
な
い
様
を
自
分
に
た
と
え
、「
我
が
背
子
」

は
そ
の
花
を
花
の
数
に
も
思
っ
て
い
な
い
の
に
「
も
と
な
咲
き
つ
つ
」
と

た
だ
む
な
し
く
咲
い
て
い
る
松
の
花
に
自
分
を
託
し
て
い
る
。「
も
と
な

…
…
つ
つ
」
と
同
類
の
「
…
…
つ
つ
も
と
な
」
で
閉
じ
る
詠
法
は
大
神
女

郎
の
六
一
八
歌
に
す
で
に
見
え
て
い
た
。

平
群
氏
女
郎
の
家
持
へ
贈
る
歌
一
二
首
は
、
家
持
に
贈
っ
た
順
に
時
系

列
的
に
収
録
し
た
も
の
、
三
九
四
〇
歌
ま
で
が
越
中
守
時
代
以
前
に
家
持

に
贈
っ
た
も
の
、
最
後
の
二
首
が
越
中
に
贈
ら
れ
た
も
の
と
す
る
こ
と
が

で
き
よ
う
。
こ
れ
ら
一
二
首
は
、
最
初
の
歌
で
提
示
さ
れ
た
「
絶
え
た
る

恋
」
を
状
況
に
応
じ
て
一
貫
し
て
歌
っ
て
い
る
と
考
え
て
よ
い
。

お

わ

り

に

笠
女
郎
型
の
歌
は
類
歌
、
特
に
巻
十
一
、
十
二
、
十
三
等
の
歌
と
類
歌

関
係
に
あ
る
も
の
が
多
い
。そ
の
一
方
で
独
創
的
な
語
や
表
現
も
目
立
つ
。

巻
十
一
、
十
二
、
十
三
等
の
歌
と
類
歌
関
係
に
あ
る
と
い
う
こ
と
は
笠
女

郎
型
の
歌
々
に
特
に
際
立
つ
と
い
う
の
で
な
く
、
同
時
期
の
歌
人
た
ち
全

て
に
言
え
る
こ
と
で
も
あ
り
、
独
創
的
な
表
現
が
用
い
ら
れ
る
と
い
う
こ

と
も
当
た
り
前
と
い
え
ば
当
た
り
前
の
こ
と
で
は
あ
る
。
が
、
こ
の
独
創

性
が
家
持
に
関
心
を
持
た
れ
た
こ
と
に
も
繫
が
る
だ
ろ
う
。

笠
女
郎
型
の
歌
に
み
え
る
独
創
的
な
表
現
を
挙
げ
る
な
ら
ば
、
笠
女
郎

の
「
夕
影
草
」（
四
・
五
九
四
）、
「
八
百
日
行
く
浜
の
砂
」（
四
・
五
九
六
）
、「
見

し
人
の
言
問
ふ
姿
」（
四
・
六
〇
二
）
、「
皆
人
を
寝
よ
と
の
鐘
は
打
つ
な
れ
ど
」

（
四
・
六
〇
七
）
、「
大
寺
の
餓
鬼
の
後
に
額
つ
く
ご
と
し
」（
四
・
六
〇
八
）
、
山

口
女
王
の
「
な
ま
じ
ひ
に
」（
四
・
六
一
三
）
、「
君
が
枕
は
夢
に
見
え
こ
そ
」
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（
四
・
六
一
五
）
、
大
神
女
郎
の
「
鳴
き
し
す
な
は
ち
」（
八
・
一
五
〇
五
）
、
粟
田

女
娘
子
の
「
か
た
も
ひ
の
底
に
そ
我
は
恋
ひ
な
り
に
け
る
」（
四
・
七
〇
七
）
、

「
我
が
衣
手
に
斎
ひ
留
め
む
」（
四
・
七
〇
八
）
、
平
群
氏
女
郎
の
「
我
が
背
子

が
摘
み
し
手
」（
十
七
・
三
九
四
〇
）
、「
く
ら
谷
に
う
ち
は
め
て
」（
十
七
・
三
九

四
一
）
、「
松
の
花
花
数
に
し
も
」（
十
七
・
三
九
四
二
）
の
よ
う
な
も
の
が
顕
著

な
例
と
い
え
る
。
語
句
の
独
創
性
を
反
映
し
て
、
歌
に
も
独
創
性
を
指
摘

す
る
こ
と
が
で
き
、
特
に
笠
女
郎
の
歌
に
対
し
て
は
、「
前
人
未
踏
の
材
料

を
と
っ
て
、
あ
り
ふ
れ
た
『
寝
ね
か
て
ぬ
』
悩
み
に
新
粧
を
あ
た
へ
、
し

か
も
、
可
憐
の
趣
を
含
ま
せ
た
詩
才
は
賞
す
べ
き
で
あ
る
」（
佐
々
木
評
釈

四
・
六
〇
七
﹇
評
﹈）
の
よ
う
な
評
が
あ
り
、
ま
た
粟
田
女
娘
子
の
歌
に
対
す

る
「
芸
能
の
手
腕
に
富
む
遊
行
女
婦
を
思
わ
せ
る
」（
釈
注

四
・
七
〇
八
）
と

い
う
指
摘
の
よ
う
に
、事
実
に
即
さ
な
い
作
り
物
と
の
と
ら
え
方
も
あ
る
。

笠
女
郎
型
の
歌
群
は
多
い
も
の
は
二
四
首
、
少
な
い
も
の
は
一
首
で
あ

る
。
一
首
の
も
の
に
つ
い
て
は
流
れ
を
指
摘
す
る
こ
と
は
難
し
い
が
、
複

数
の
歌
が
ひ
と
ま
と
ま
り
に
な
っ
て
い
る
も
の
は
時
系
列
的
に
並
べ
ら

れ
、
二
人
の
逢
瀬
が
あ
る
も
の
の
続
か
ず
女
性
の
側
が
葛
藤
し
、
怨
情
を

も
ち
な
が
ら
諦
め
に
向
う
心
情
の
変
化
を
歌
い
上
げ
て
い
る
。
そ
う
し
た

こ
と
を
も
っ
と
も
顕
著
に
あ
ら
わ
す
語
が
「
相
思
は
ぬ
」
で
あ
り
「
も
と

な
」
で
、
こ
の
二
語
は
笠
女
郎
型
歌
群
を
解
き
明
か
す
語
で
あ
る
と
い
っ

て
よ
い
。「
相
思
は
ぬ
」「
も
と
な
」は
、
理
非
を
超
え
た
恋
情
の
切
な
さ
、

相
思
の
間
柄
に
は
な
い
片
恋
の
嘆
き
、
苦
し
さ
を
表
出
す
る
語
と
し
て
笠

女
郎
型
の
歌
に
君
臨
す
る
。
こ
の
二
語
は
紀
女
郎
型
や
娘
子
型
の
歌
に
用

い
ら
れ
る
こ
と
は
な
い
。

笠
女
郎
型
の
歌
々
は
釈
注
が
た
び
た
び
巻
四
の
歌
の
理
解
に
使
う
片
恋

文
化
、
片
恋
歌
群
の
集
大
成
と
言
え
は
し
ま
い
か
。
片
恋
の
苦
悩
を
体
系

化
し
、
片
恋
の
歌
の
諸
相
を
示
し
、
そ
の
あ
り
方
を
示
そ
う
と
し
て
の
も

の
で
は
な
か
っ
た
か
。

家
持
は
笠
女
郎
型
の
女
性
た
ち
に
歌
を
贈
ら
な
か
っ
た
こ
と
は
な
い
だ

ろ
う
。
が
そ
れ
を
万
葉
集
か
ら
排
除
し
、
女
性
の
側
か
ら
の
一
方
的
な
恋

歌
と
し
て
採
録
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
事
実
を
越
え
、
一
つ
の
歌
の
あ
り

方
と
し
て
提
示
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

万
葉
集
、
続
日
本
紀
の
引
用
は
、『
万
葉
集

訳
文
篇
』『
万
葉
集

本

文
篇
』（
い
ず
れ
も
塙
書
房
刊
）、『
新
日
本
古
典
文
学
大
系
・
続
日
本
紀
』

（
岩
波
書
店
）
に
よ
っ
た
。
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